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東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

犬 

税

世
界
の
お
も
し
ろ
い
税
金
シ
リ
ー
ズ



3 第3回 通常総会

6 新理事紹介

9 新副会長・新常任理事ごあいさつ

10 着任のごあいさつと幹部のご紹介

11 本音トークの座談会SERIES
広報の役割とは？

広報委員会座談会 

16 公益社団法人荻窪法人会 第 3 回通常総会 特別講演会
「やさしいあなたが苦しまないための非常識クレーマーへの対応」
講師：荻窪法人会副会長・（株）チャイルド社 代表取締役社長  柴田豊幸

18 公益社団法人荻窪法人会 特別講演会

夢をかなえる生き方
〜日本人として世界で活躍するためには〜
講師：スポーツキャスター／元プロテニスプレイヤー  杉山 愛

20 税制委員会より
マイナンバー制度について確認しましょう

22 税務コーナー　

23 e-Tax推進税理士事務所について

24
26
28

青年部会 創立40周年記念式典・懇談会 ／ 第41回 通常総会
源泉部会 創立40周年記念式典・祝賀会 ／ 第41回 総会
女性部会 第 39回 総会

29 新入会員研修会に出席された方々のあいさつ Part 2

「公共目的事業のための寄附金」御礼とご報告

30 支部・ブロック・委員会・部会報告
・研修・税制委員会
・第3ブロック
・第5ブロック
・青年部会
・女性部会

よき経営者をめざすものの団体 それが法人会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援
する全国組織、それが法人会です。現在、約82万社の会員企業、41都道県に441の単位会を擁する団体として大きく発
展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダー
としての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を
積極的に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。
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【 犬 税 】

表紙イラストについて

世界のおもしろい税金シリーズ

貞亨4年（1687年）、将軍徳川綱吉の時代に、「生類

憐れみの令」が出され、動物、特に犬を大事にするよ

うに命じた。その結果、野良犬が増えた為、広大な

敷地に犬小屋を建て、収容した。その費用を賄うため、

江戸の町人などから徴収したのが「犬税」です。この

税は、町人から間口一間につき金三分、農民から収

穫高百石につき、一石の特別徴収がされた。昭和30
年には、全国2686の自治体で犬にかかる税金「犬税」

をかけていた。今でこそ珍しい税ですが、当時は、特

別な税ではありませんでした。「犬税」は、法定外普

通税といいまして、法律によらずに、市町村が自治大

臣の許可を受けて設けました。昭和57年3月、長野

県の四賀村を最後にこの税は、なくなりました。当時、

同村では、4月1日現在で生後3 ヶ月以上の犬を飼って

いる場合、1頭につき、年300円の税金がかかりまし

た。ぜいたく品と考えたことによる税です。
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研
修
委
員
長
に
加
藤
敏
行
前
社
会
貢
献
委
員

長
が
、
新
社
会
貢
献
委
員
長
に
は
神
谷
次
彦

前
研
修
委
員
長
が
、
新
e

−

T
a
x
普
及
推
進

委
員
長
に
は
真
野
大
前
広
報
副
委
員
長
が
選

任
さ
れ
、
新
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
矢
澤
規
充

前
組
織
副
委
員
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

来
賓
の
糸
山
徹
荻
窪
税
務
署
長
を
は
じ
め

鈴
木
秀
章
杉
並
都
税
事
務
所
長
な
ど
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

柴
田
豊
幸
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
を
最

後
に
総
会
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
3
回
通

常
総
会
が
6
月
9
日
（
火
）
に
杉
並
公
会

堂
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
決
権
を

有
す
る
正
会
員
数
1
4
8
7
社
、
委
任
状

提
出
数
6
3
0
社
を
含
み
総
会
出
席
総
数

7
8
8
社
で
あ
り
定
足
数
を
満
た
し
、
総
会

の
成
立
が
報
告
さ
れ
、
第
1
号
議
案
か
ら
第

2
号
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
に

感
謝
状
な
ら
び
に
表
彰
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

開
会
は
木
山
濃
美
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
小
竹
良
夫
会
長
を
議
長
に
選

出
し
審
議
の
結
果
、
第
1
号
議
案
か
ら
第
2

号
議
案
ま
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は

役
員
改
選
期
（
第
2
号
議
案
）
に
あ
た
り
ま

す
。
会
長
に
は
小
竹
会
長
が
再
任
さ
れ
、
4

期
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
執
行

部
も
新
た
に
選
出
さ
れ
、
新
副
会
長
に
八
方

淑
夫
前
e

－

Tax
普
及
推
進
委
員
長
が
、
新

第1号議案
　平成26年度
　収支決算報告承認の件
　並びに監査報告
第2号議案
　任期満了に伴う
　役員選任案承認の件

（報告事項）
　平成26年度	事業報告
　平成27年度	事業計画案
		  収支予算の件

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会

第
3
回
通
常
総
会

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会 

第
3
回
通
常
総
会
が
6
月
9
日
（
火
）
杉
並
公
会
堂 

小

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
通
常
総
会
の
議
案
の
第
1
号
議
案
か
ら
第
2
号
議
案
も
滞
り
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
に
は
糸
山
徹
荻
窪
税
務
署
長
を
は
じ
め
鈴
木
秀
章
杉
並

都
税
事
務
所
長
な
ど
の
方
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
副
会
長
1
名
、
新
委
員
長

3
名
、
新
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
1
名
が
就
任
。

総会の様子
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本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
第

3
回
通
常
総
会
に
多
数
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
来
賓
と
し
て
、
荻
窪
税
務
署
糸
山
署
長
様

は
じ
め
署
の
幹
部
の
皆
様
、
関
係
官
庁
の
皆
様
、

そ
し
て
友
誼
団
体
の
会
長
様
方
に
は
、
公
私
と

も
に
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
の
日
本
経
済
は
、
上
場
企
業
に
お
い

て
は
史
上
最
高
の
収
益
を
上
げ
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
効
果
が
確
実
に
上
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

ま
た
、
私
共
中
小
企
業
に
お
い
て
も
大
企
業

と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
好
転
の

兆
し
が
見
え
て
き
て
い
る
と
推
測
い
た
し
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
会
の
基
盤

で
あ
る
組
織
に
お
い
て
は
前
年
に
引
き
続
き
組

織
率
80
％
で
東
京
管
内
49
法
人
会
の
中
で
第
1

位
を
達
成
し
、
同
じ
く
会
の
基
盤
で
あ
る
財
政

も
経
費
削
減
及
び
資
産
の
有
効
利
用
に
よ
り
健

全
化
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
各
委
員
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
の
事
業

活
動
に
お
き
ま
し
て
も
役
員
各
位
の
ご
努
力
に

よ
り
当
初
の
計
画
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
尽
力
に
対
し
て
改
め
ま
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
荻
窪
法
人
会
も
、
公
益
法
人

と
し
て
の
目
的
で
あ
り
ま
す
、
税
知
識
の
普
及

推
進
・
納
税
意
識
の
高
揚
な
ど
税
に
関
わ
る
事

業
の
推
進
、
そ
し
て
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い

手
で
あ
る
我
々
中
小
企
業
の
健
全
な
発
展
を
目

指
し
、
我
が
町
荻
窪
そ
し
て
杉
並
地
域
で
の
社

会
貢
献
活
動
に
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
日
ご
参
会
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

会
員
の
皆
様
に
は
事
業
へ
の
参
加
・
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
簡
単
で
す
が
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

公益社団法人荻窪法人会  会長　

小竹良夫

会長あいさつ

我
が
町
荻
窪
そ
し
て

杉
並
地
域
で
の
社
会
貢
献
活
動
に
力
強
く
推
進

公 益 社 団 法 人  荻 窪 法 人 会  第 3 回 通 常 総 会
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本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
3
回

通
常
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
竹
会
長
を
は
じ
め
、
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に

は
平
素
か
ら
税
務
行
政
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
い
た
し
ま
し
て
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

只
今
は
総
会
の
全
て
の
議
案
が
滞
り
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

ま
た
、
役
員
改
選
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
す
皆
様

方
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
新
役
員
に

就
任
な
さ
れ
た
皆
様
方
に
は
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
事
業
活
動
を
振
り
返
り
ま
す

と
、「
杉
山
愛
さ
ん
特
別
講
演
会
」「
改
正
税
法

研
修
会
」「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

な
ど
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
を
積
極
的
に

開
催
さ
れ
、
魅
力
あ
る
法
人
会
と
し
て
活
動
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
の
会
員
増
強
運
動

を
展
開
さ
れ
、
2
年
連
続
で
東
法
連
加
入
率
第
一

位
と
い
う
立
派
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様
方
の
献
身
的
な
ご
尽

力
の
賜
物
で
あ
る
と
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
税
務
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
1
月
か
ら
の
相
続
税
の
課
税
拡
大
、
7
月
か
ら

の
国
外
転
出
時
課
税
制
度
、
そ
し
て
、
10
月
か
ら

通
知
さ
れ
る
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
へ
の
対
応

な
ど
、
税
務
を
取
り
巻
く
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
保
障
・
税
制

度
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
税
務
行
政
に
携
わ
る
者
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
様
々
な
変
化
・
改
革
に
的
確
に
対
応
し
、

適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
を
目
指
す
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
普
及

も
含
め
、
一
層
の
お
力
添
え
を
頂
き
た
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
荻
窪
法
人
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の

ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
普
及
も
含
め
、

一
層
の
お
力
添
え
を
頂
き
た
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

来賓祝辞
荻窪税務署  署長　

糸山  徹

公 益 社 団 法 人  荻 窪 法 人 会  第 3 回 通 常 総 会
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新 理 事 紹 介
今 年 度 は 理 事 改 選 の 年 です。 新 副 会 長 に 八 方 淑 夫 副 会 長 が、 新 委 員 長 に 加 藤 敏 行 研 修 委 員 長 、 神 谷 次 彦 社 会 貢 献 委 員 長 、
真 野 大 e -Ta x普及 推 進 委 員長 が 選 任されました 。そのほかブロック長も改 選され 、矢 澤 規 充 第 3 ブロック長 が 就 任されました 。

会 長 ・ 副 会 長

副会長
保坂 房雄

（株）保坂彫刻工業所

会 長
小竹良 夫
東洋時計（株）

副会長
井口一与

（株）井口鉱油

副会長
志 村正 之

（株）志村運送

副会長
柴 田豊幸

（株）チャイルド社

副会長
鹿 野 修二

（有）神田裁縫所

副会長
木山濃 美
東京標識（株）

副会長
八 方淑 夫
（株）泉商会

理 事 常 任 理 事（ ブ ロ ッ ク 長 ）

第 2 ブロック長
河又 雅 之

（株）河又

第 4 ブロック長
秦 寿吉

（株）秦工務店

第 5 ブロック長
嶋 信介

八欧産業（株）

第 1 ブロック長
山内 秀 夫

アイユーシー（株）

第 3 ブロック長
矢 澤 規 充
（有）春日園

常 任 理 事（ 委 員 長 ）

研修委員長
加 藤 敏 行

昌英塗装工業（株）

総務委員長
松 澤 和洋

（株）ロードランナー

組織委員長
田中晴 弘
鳥羽建設（株）

厚生事業委員長
岸岡 秀直

（株）西部旭建装

税制委員長
山下民 子

八千代興業（株）

社会貢献委員長
神 谷次 彦

東亜紙巧業（株）

広報委員長
第 12 支部長

岡 博之
（株）芳文社印刷

e-Tax普及推進委員長
真 野 大

富士商会（株）

理  事

研修副委員長
小 泉 憲 雄

（有）尚文堂印刷所

研修副委員長
宇田 川武 哉

（株）ユア

厚生事業副委員長
田 辺一郎

やよい運送（株）

厚生事業副委員長
岡 田匡 史
興振工業（株）

厚生事業副委員長
葛 和洋子

（有）ウンタービンゼン

広報副委員長
小笠 原 秀 明

小笠原工務店（株）

組織副委員長
第 20 支部長

永田 政弘
（株）永田商会

総務副委員長
木 村達 夫
（株）栄設計

総務副委員長
中山 一 昭

（株）ジャパンスポーツ

総務副委員長
中島康 治

中島不動産（有）

組織副委員長
水 島隆 明
（株）興建社

組織副委員長
石黒 貞 男

（有）ヤマトエレクトロニクス
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新 理 事 紹 介

理 事（ 支 部 長 ）

第 6 支部長
北出 肇

（株）北出工務店

第 4 支部長
皆川 信一

ジーエスケイ（株）

第 1 支部長
大 澤康 男

大沢生コン（株）

第 2 支部長
清 水 勝 利

（株）清美商会

第 7 支部長
小俣富一

（有）オマタエステート

第 8 支部長
稲澤 修

（株）日本ファクシミリ

第 9 支部長
山 崎照 彦

（有）佐野

第 24 支部長
高橋 正 志

（株）ジロンジュエリー

第 22 支部長
井川泰 伸

（有）井川エステート

第 23 支部長
小川尚彦

（株）愛典福島屋

第 25 支部長
野村 浩司

（有）京王ランドシステム

第 21 支部長
古田 勝 海
三和工営（株）

第 19 支部長
小作 力雄

（株）ケーコーポレーション

第 17 支部長
中川 一

（株）岳丈工務店

第 10 支部長
小高 延 元

サンヤキン（株）

第 11 支部長
井上徳 成

（有）信和プロジェクト

第 13 支部長
渡 辺 寛

（宗）熊野神社

第 14 支部長
多比 良 秀 俊

（株）ＴＨDesign

第 15 支部長
北 川昭 秋

（有）吉永商店

第 18 支部長
中原 章 雄
大新建設（株）

理  事

税制副委員長
第 16 支部長
及 川晃司
（有）京桝屋

税制副委員長
第 3 支部長
新井俊 雄

センチュリー21（株）リアルタイム

社会貢献副委員長
女性部会長
織 茂 育 代
東信水産（株）

社会貢献副委員長
柴 田夏 航

丸三倉庫商事（株）

e-Tax普及推進副委員長
大石剛生
大總商事（株）

e-Tax普及推進副委員長
岩 倉永一

アール・イー・マネジメント（株）

理  事

理事
井上 和英

豊多摩通運（株）

理事
国 保 恵 昭

（株）まるや本社

理事
青年部会長
野村 浩 嗣

（株）野村総業

理事
佐々木 止

（株）第一電工

監  事

監事
山室 文 雄

サクセス・エー（株）

監事
竹之内 勝 利

（株）古瀬発条製作所

監事
平 井政 武

（株）都留商事



副会長 志村正之
委員長 松澤和洋
副委員長 中山一昭

木村達夫
中島康治

第1ブロック 佐藤政行
第2ブロック 木村達夫
第3ブロック 柴田夏航

関谷晴弘
第4ブロック 松澤和洋
第5ブロック 中山一昭

中島康治
青年部会 小張正就
女性部会 児玉慶子

総務 委員会

副 会 長 鹿野修二
委 員 長 加藤敏行
副委員長 宇田川武哉

小泉憲雄
山寺敏也
長坂 剛

第1ブロック 加藤敏行
矢島勝行

第2ブロック 成瀬雅人
第3ブロック 宇田川武哉

根田吉雄
第4ブロック 久保美穂子

畠中君代
第5ブロック 山寺敏也

吉岡秀高
青年部会 石井勇人
女性部会 礒野久美子

研 修 委員会

副会長 八方淑夫
委員長 山下民子
副委員長 及川晃司

新井俊雄
第1ブロック 新井俊雄

藤田佳寿子
第2ブロック 小俣 敦
第3ブロック 小島麻里

小林誉光
第4ブロック 及川晃司
第5ブロック 水島隆明
青年部会 宮島優光
女性部会 藤田佳寿子
相談役 中原章雄

税制委員会
副 会 長 志村正之
委 員 長 神谷次彦
副委員長 織茂育代

柴田夏航
第1ブロック 神谷次彦

伊藤精人
第2ブロック 佐野龍雄
第3ブロック 柏原 聡

村崎小夜子
第4ブロック 辰巳祐介
第5ブロック 児玉慶子

加藤尚憲
青年部会 正野寛樹
女性部会 大久保久子

社会貢献委員会
副会長 柴田豊幸
委員長 真野 大
副委員長 大石剛生

岩倉永一
前田薫範

第1ブロック 石黒貞男
第2ブロック 海野哲寿
第3ブロック 岩倉永一
第4ブロック 真野 大

大石剛生
第5ブロック 石井勇人
青年部会 宇田川武郎
女性部会 勝家朋枝

e -Tax普及推進委員会

副 会 長 井口一与
委 員 長 岡 博之
副委員長 小笠原秀明
第1ブロック 髙橋伸次
第2ブロック 長末眞次
第3ブロック 多比良秀俊

前田薫範
第4ブロック 加藤徹郎
第5ブロック 小笠原秀明

菊池雅樹
青年部会 根田吉雄
女性部会 東 文子

広報委員会
副会長 木山濃美
委員長 岸岡秀直
副委員長 田辺一郎

葛和洋子
岡田匡史
小野瀬靖子

第1ブロック 岸岡秀直
葛和洋子

第2ブロック 石村寛喜
第3ブロック 岡田匡史

白石弘典
第4ブロック 畠山和男

小作力雄
第5ブロック 小野瀬靖子

清水弘道
青年部会 臼田和浩
女性部会 渡辺明子

野村眞理子
共済関係 藤井信寿

吉川琢也
東條美保
岡田ゆかり

厚生事業委員会

副会長 井口一与
委員長 田中晴弘
副委員長 水島隆明

石黒貞男
小代 勉
北嶋 宏　
長田 茂
永田政弘
髙木功雄

第1ブロック 小代 勉
佐々木 止

第2ブロック 北嶋 宏　
町田 茂

第3ブロック 長田 茂
井垣淑雄

第4ブロック 永田政弘
大野木 潤

第5ブロック 髙木功雄
高橋勇次

第1支部 篠原宣武
第2支部 髙橋伸次
第3支部 小代 勉
第4支部 石黒貞男

後藤芳宏
第5支部 矢島勝行
第6支部 北出 肇
第7支部 北嶋 宏　

小俣富一
第8支部 稲澤 修
第9支部 山崎照彦
第10支部 鈴木裕二
第11支部 江島利江

市来とも子
第12支部 岡 博之
第13支部 鎌田政史

松崎淳一
第14支部 井垣淑雄

佐々木 浩

第15支部 豊原俊二
浅賀康宏

第16支部 及川晃司
第17支部 太田哲二
第18支部 畠中君代
第19支部 大野木 潤
第20支部 永田政弘

加藤顕二郎
第21支部 丹羽健雄
第22支部 高橋勇次
第23支部 髙木功雄
第24支部 早川弘一
第25支部 野村浩司
委員長推薦 国保恵昭
青年部会 町田 茂
女性部会 高橋美保

組 織委員会
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各 委 員 会
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新副会長・新常任理事ごあいさつ

新たに副会長になられた八方淑夫前e-Tax普及推進委員長をはじめ、
今回の人事で常任理事になられた2名の方にあいさつ文を寄稿していただきました。

委員会活動などの今後の方針や目標が掲げられています。

仲
間
づ
く
り
の
出
来
る
会

副
会
長

八
方
淑
夫

こ
の
度
は
荻
窪
法
人
会
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
ま
り
ま
し
た
八

方
で
す
。

公
益
法
人
と
な
り
益
々
地
域
の
中
で
の
位
置
づ
け
が
高
ま
っ

て
い
る
荻
窪
法
人
会
に
お
い
て
、
重
責
を
担
う
事
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

小
竹
会
長
の
方
針
で
あ
り
ま
す
「
楽
し
く
、
良
き
伝
統
を
守

り
つ
つ
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
づ
く
り
の
出
来
る
会
」
を
目
標
に

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
も
法
人
会
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
仲
間
が
出
来
、
ま
た

色
々
な
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
を
考
え
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
法
人
会
活
動
の
中
で
良
き
先

輩
た
ち
に
出
会
い
、
会
社
経
営
の
勉
強
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

私
自
身
、
杉
並
で
生
ま
れ
、
杉
並
で
育
ち
、
仕
事
も
杉
並
で

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
何
か
少
し
で
も

地
域
に
お
役
に
た
て
る
活
動
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
微
力
な
が
ら
荻
窪
法
人
会
の
活
性
化
に
お
役
に
た
て

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
繁
栄
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
、
e

－

T
a
x
普
及
推
進
委
員
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
富
士
商
会
株
式
会
社
の
真

野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
電
子
納
税
の
普
及
を
目
指
し
、
7
年
前

に
当
委
員
会
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
、
税
理
士
会
の
皆
様
、
歴
代
委
員
、
委
員
長
の

多
大
な
る
ご
尽
力
の
お
蔭
で
、
e

－

T
a
x
の
利

用
数
は
着
実
に
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
東
京
管
内
に
お
け
る
他
単
会
と
比
較
し

ま
す
と
、
あ
と
一
歩
と
い
う
の
が
現
状
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
ら
な
る
利
用
者
数
の
増
加
に
向
け
、
会
員
の

皆
様
に
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
で

き
る
こ
と
は
す
べ
て
行
い
、
e

－

T
a
x
の
普
及
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

甚
だ
勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
共
e

－

T
a
x
普
及
推
進
委
員
会
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
行
い
、

e

−

T
a
x
の
普
及
推
進
に
努
め
た
い

 e

－

T
a
x
普
及

推
進
委
員
長

真
野 

大
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公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
方
に

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
岩
見
沢
税
務

署
長
か
ら
荻
窪
税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
安
達
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
任
の
糸
山
署
長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
税
務

行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
紙
面
を
お

借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

荻
窪
法
人
会
は
、
昭
和
25
年
の
創
立
以
来
、

「
良
き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」
と
し

て
「
税
知
識
の
普
及
」
と
「
納
税
意
識
の
高
揚
」

を
図
る
た
め
の
各
種
研
修
会
、
講
演
会
の
開
催

は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と

し
た
事
業
活
動
な
ど
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
大
変
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
会
で
あ
り
、
会
員

増
強
運
動
に
お
い
て
は
2
年
連
続
で
東
法
連
加

入
率
第
一
位
と
い
う
組
織
も
強
固
な
法
人
会
で

あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
と
い
た
し

ま
し
て
は
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
税
務
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

お
付
き
合
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
わ
が
国
社
会
の
構
造
的
な
変
化
や
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
一
層
複
雑
か
つ
困
難

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
行
政
の
透
明
性
・

効
率
化
の
実
現
、
納
税
者
利
便
の
向
上
な
ど
多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
か
ら
の
「
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
」
の
導
入
に
よ
り
、
国
民
の
皆
様
方
の
税

務
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
私
ど
も
、
税
務
行

政
に
携
わ
る
者
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
税
務
行

政
の
現
状
や
税
の
仕
組
み
な
ど
を
国
民
の
皆
様

方
に
わ
か
り
易
く
説
明
し
、
納
税
者
の
税
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
や
、
税
務
行
政

の
目
的
で
あ
る
「
適
正
・
公
平
な
課
税
と
徴
収

の
実
現
」
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
信
頼
さ
れ
る

税
務
行
政
の
確
立
に
向
け
、
努
力
を
続
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

円
滑
な
税
務
行
政
の
達
成
の
た
め
に
は
、
良

き
理
解
者
で
あ
る
法
人
会
の
皆
様
の
お
力
添

え
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
e

－

T
a
x
）」
の
更
な
る
利
用
拡
大
を
含
め
、
今

後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
荻
窪
法
人
会
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
事
業

の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

荻
窪
税
務
署
長

安
達 
覚

着任のごあいさつ
7月は署の異動の時期にあたります。1年間で異動される方、2 年間で異動される方と期間はまちまちですが、荻窪法人会において
は役員会、ブロック研修会、各委員会、各部会で大変お世話になりました。着任された安達覚荻窪税務署長をはじめ税務署
の幹部の方々には、今後多くの研修会で講師をお願いする事になると思います。ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

法
人
担
当
副
署
長

井
上
丈
晴

幹
部
の
ご
紹
介
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広 報 委 員 会 座 談 会
本 音 ト ー ク の 座 談 会 S E R I E S

毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期的なテーマを題材にしたり、その時々の話題に沿って
話を進める場合もあります。会員勧奨や社会貢献など話の幅は大きく設定しますが、法人会への意見を聞きます。

座談会について

広
報
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て

前
田
薫
範 

広
報
委
員　

き
ょ
う
は
、
広
報

委
員
の
初
め
て
の
座
談
会
で
す
。
ま
ず
は

法
人
会
に
お
け
る
広
報
委
員
会
の
役
割

を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

岡 

博
之 

広
報
委
員
長　

荻
窪
法
人
会
の

活
動
を
広
く
皆
さ
ん
に
伝
え
る
と
い
う
こ

と
に
関
し
ま
し
て
、
地
域
の
人
が
、
荻
窪

法
人
会
の
存
在
自
体
知
ら
な
い
方
も
結
構

い
る
。
ま
た
、
会
員
で
あ
っ
て
も
、
具
体

的
に
ど
う
い
っ
た
活
動
し
て
る
の
か
？
と

い
う
方
も
い
る
。
そ
う
い
う
方
に
、
荻
窪

法
人
会
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
い
う
の
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は

広
報
誌
は
一
番
の
媒
体
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
な
い
時
代
か
ら
、
こ

の
広
報
誌
だ
け
が
活
動
内
容
を
知
ら
せ
る

ツ
ー
ル
と
し
て
何
十
年
と
発
行
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
に
興
味
を
も

っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と

い
う
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
で
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
笠
原
秀
明 

広
報
副
委
員
長　

広
報
の
役

割
は
簡
単
に
言
え
ば
、
情
報
発
信
の
場
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
は
ま
た
違
っ
た
、
良
い

媒
体
だ
と
思
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

は
違
い
広
報
誌
は
、
毎
号
保
管
さ
れ
て
い

く
も
の
で
す
の
で
、
10
年
後
、
20
年
後
、

後
世
の
方
た
ち
へ
の
道
し
る
べ
に
な
る
よ

う
な
、
大
事
な
ツ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

　

更
に
良
い
広
報
誌
に
し
て
い
く
に
は
、

い
ろ
ん
な
も
の
を
取
り
入
れ
た
、
形
に
と

ら
わ
れ
な
い
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
な
い
考

え
方
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
大
前

提
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

東 

文
子 

広
報
委
員　

広
報
の
役
割
は
、

仕
事
の
た
め
に
法
人
会
に
参
加
で
き
な

い
地
域
の
方
々
の
た
め
に
広
報
誌
を
通
し

て
、
法
人
会
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
広
報
委
員
の
基
本
的
な
活

動
は
、
広
報
誌
の
作
成
で
、
校
正
作
業
な

ど
も
重
要
な
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や

は
り
、
広
報
誌
は
、
法
人
会
の
顔
で
す
か

ら
、
一
字
一
句
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
は
基
本
中
の
基
本
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菊
池
雅
樹 

広
報
委
員　

広
報
の
役
割
に

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
員

に
対
す
る
情
報
発
信
、
例
え
ば
税
務
や

会
社
に
関
す
る
情
報
提
供
や
啓
蒙
み
た
い

な
も
の
と
、
会
員
同
士
の
交
流
の
情
報
が

広報の役割とは？ 座談会シリーズの中で初めてとなる「広報委員会 」の座談会を行いました。
広報誌とその他の媒体についての役割と広報のこれからを語っていただきました。

岡 博之 広報委員長 
小笠原秀明 広報副委員長

出席者： 菊池雅樹 広報委員
根田吉雄 広報委員

東 文子 広報委員
多比良秀俊 広報委員

進行：前田薫範 広報委員
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根
田　

で
も
、
青
年
部
会
の
ウ
ェ
ブ
に
載

せ
る
写
真
は
、
あ
ま
り
一
般
の
人
の
写
っ

て
な
い
写
真
を
セ
レ
ク
ト
し
て
載
せ
て
る

ん
で
す
け
ど
、
動
画
な
ど
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
子
ど
も
は
。

　

個
人
的
に
は
載
せ
た
方
が
楽
し
い
し
、

参
加
し
た
人
は
、
自
分
が
写
っ
て
い
る
こ

と
は
逆
に
う
れ
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

前
田　

そ
こ
は
、
公
益
に
な
っ
て
、
そ
う

い
う
事
業
を
撮
影
す
る
際
に
、
一
番
気
を

使
う
部
分
で
す
ね
。

多
比
良　

法
人
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ

ー
ジ
に
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
を
載
せ
る
際

も
、
人
の
顔
が
認
識
で
き
な
い
程
度
の
写

真
を
ア
ッ
プ
し
て
る
状
況
で
す
。
何
で
も

か
ん
で
も
載
せ
る
の
で
は
な
く
て
。

根
田　

そ
れ
か
、
参
加
者
に
事
前
に
「
広

報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
告
知
す
る
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

前
田　

今
後
、
公
益
事
業
が
増
え
て
、
情

報
発
信
と
い
う
部
分
で
、
広
報
誌
以
外
の

媒
体
に
出
た
と
き
に
は
、
配
慮
が
必
要
に

な
り
ま
す
ね
。

公
益
社
団
法
人
に
な
っ
て

前
田　

公
益
社
団
法
人
に
な
っ
て
、
よ
り

広
報
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

大
き
な
も
の
で
、
あ
と
は
、
こ
れ
か
ら
法

人
会
に
入
る
可
能
性
の
あ
る
方
、
公
益
法

人
に
な
っ
た
こ
と
で
、
一
般
の
人
に
対
す

る
法
人
会
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
な
情
報

提
供
が
柱
と
な
る
部
分
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

多
比
良
秀
俊 

広
報
委
員　

広
報
誌
の
役
割

は
、
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
お
り

だ
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
的
に
情
報

と
し
て
残
し
て
い
く
こ
と
が
メ
イ
ン
に
な

っ
て
る
と
は
思
い
ま
す
。
た
だ
、
公
益
法

人
に
な
っ
て
か
ら
、
何
か
、
公
益
と
し
て

成
立
す
る
よ
う
な
内
容
を
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
し
て
い
く
流
れ
に
な
る
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

根
田
吉
雄 

広
報
委
員　

今
ま
で
は
法
人
会

が
何
た
る
組
織
か
と
い
う
と
こ
ろ
と
、
何

を
や
っ
て
る
か
と
い
う
こ
と
を
会
員
に
対

し
て
情
報
を
発
信
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
後
は
公
益
法
人
と
い
う
こ
と
で
、

一
般
の
方
に
対
し
て
も
欲
し
て
い
る
情
報

を
、
い
か
に
発
信
で
き
る
か
っ
て
い
う
こ

と
か
な
と
思
い
ま
す
。

前
田　

存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
法

人
会
が
何
た
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
荻
窪
法
人
会
に
お
け
る
広
報
の
役
割
の

根
幹
で
、
今
後
も
広
報
誌
を
軸
に
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
、
荻
窪
法
人
会
に
お
け
る
広
報
の
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
の
活
動
（
取
材
）
に
つ
い
て

前
田　

先
ほ
ど
東
さ
ん
が
、
広
報
誌
の
校

正
作
業
な
ど
、
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
こ

と
で
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
に
も
、

取
材
を
し
て
原
稿
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
り

と
か
、
ス
キ
ル
の
高
い
役
割
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
の
が
広
報
委
員
な
の
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
結
構
、
専
門
的
な
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
る
っ
て
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
広
報
委
員

だ
と
、
各
委
員
が
取
材
を
し
て
、
記
事
持

ち
寄
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
ス

タ
ン
ス
も
、
一
つ
は
ア
リ
な
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
許
可
得
て
ま

す
的
な
も
の
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

東　

腕
章
が
一
番
い
い
で
す
よ
ね
。
分
か

り
や
す
い
。

前
田　

実
際
、
取
材
を
し
て
い
て
ど
う
で

す
か
。
大
変
で
す
か
？

根
田　

僕
は
意
外
と
普
通
に
撮
っ
ち
ゃ
っ

て
る
の
で
、
確
か
に
そ
う
考
え
る
と
、
み

ん
な
が
撮
っ
て
ち
ゃ
ま
ず
い
。
僕
は
普
通

に
撮
っ
て
る
ん
だ
け
ど
。
あ
ん
ま
意
識
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
で
す
。
今
言
わ
れ
て

み
れ
ば
。

前
田　

根
田
さ
ん
が
撮
っ
て
る
場
は
、
青

年
部
会
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
、
他
の
方
も

根
田
さ
ん
は
広
報
委
員
だ
と
分
か
っ
て
い

ま
す
し
ね
。

多
比
良　

荻
窪
法
人
会
と
他
の
団
体
と
の

共
催
行
事
の
場
合
は
自
分
で
作
っ
た
腕
章

を
つ
け
て
い
ま
す
。

東　

撮
影
し
て
い
る
の
は
広
報
委
員
だ
と

わ
か
る
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
で
す
ね
。

写
真
と
動
画
の
活
用

菊
池　

公
益
法
人
化
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

今
後
、
法
人
会
が
地
元
と
交
流
す
る
機
会

が
増
え
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
取
材
し
た

写
真
を
集
め
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
み
た
い
な

も
の
を
ウ
ェ
ブ
に
作
っ
て
、
そ
こ
に
ア
ク

セ
ス
す
る
と
、
法
人
会
が
地
元
と
い
ろ
ん

な
こ
と
や
っ
て
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
写
真
集
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
と
い
い
で
す
よ
ね
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
人
も
自
分
が
写
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
少
し
楽
し
い
感
じ
に
で
き
る
の
か

な
と
い
う
気
は
し
て
い
ま
す
。

岡　

委
員
の
方
は
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ

れ
て
い
る
の
で
、
委
員
が
、
自
分
の
ブ
ロ

ッ
ク
の
行
事
な
ど
の
報
告
を
、
写
真
や
動

画
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
更
新
し
て
い
く

と
い
う
の
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

前
田　

打
ち
水
な
ど
は
動
画
で
載
っ
て
た

ら
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
。
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小笠原秀明広報副委員長

前田薫範 広報委員

菊池雅樹 広報委員

根田吉雄 広報委員

東 文子 広報委員

多比良秀俊 広報委員

岡博之広報委員長

が
、
公
益
性
の
高
い
も
の
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
広
報
委
員
会
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
活
動
が
考
え
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

多
比
良　

今
後
、
駅
や
区
の
施
設
な
ど
に

広
報
誌
を
置
か
せ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
時
、
今
ま
で
の
広
報
誌
の
内
容

に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
、
何
か
一
般
の
方
で
も

興
味
を
引
く
よ
う
な
内
容
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が

公
益
性
が
必
要
だ
か
ら
と
い
う
よ
り
、
自

然
と
一
般
の
方
の
目
に
触
れ
る
の
を
前
提

で
作
っ
て
い
く
流
れ
に
な
っ
て
い
く
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

東　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
と
い
う
よ
う

な
内
容
を
、
そ
う
い
う
時
期
に
表
紙
に
出

し
て
、
一
般
の
方
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
だ
け
れ

ど
も
そ
れ
は
年
に
数
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
。

菊
池　

今
の
広
報
誌
は
、
結
構
ボ
リ
ュ
ー

ム
も
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
会
員
向
け
の
情
報
が
多
い
の
で
、

一
般
の
人
に
対
し
て
届
け
る
に
は
、
重
過

ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考

え
て
、
い
ろ
ん
な
箇
所
に
置
く
の
で
あ
れ

ば
、
A
4
の
三
つ
折
り
ぐ
ら
い
の
ハ
ン
デ

ィ
ツ
ー
ル
を
別
に
作
っ
て
、
会
社
か
ら
、

広
告
費
を
も
ら
っ
て
載
せ
る
な
ど
と
し
て

棲
み
分
け
す
る
。

　

例
え
ば
そ
れ
に
、
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
な

ど
を
使
っ
て
、
荻
窪
法
人
会
の
説
明
や
、

あ
な
た
と
法
人
会
は
こ
の
よ
う
な
関
わ
り

が
あ
り
ま
す
よ
な
ど
と
い
う
情
報
を
載
せ

る
な
ど
と
し
て
、
も
う
ち
ょ
っ
と
楽
し
げ

に
す
る
こ
と
は
大
事
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ
会
員
に
対
す

る
広
報
誌
の
工
夫
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

封
を
開
け
て
も
ら
う
に
は

東　

封
を
開
け
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
と

し
て
、
封
筒
の
表
に
中
の
内
容
を
箇
条
書

き
で
記
載
す
る
と
い
う
こ
と
で
落
ち
着
い

た
ん
で
す
よ
ね
。

前
田　

例
え
ば
、
法
人
会
だ
か
ら
税
に
強

い
団
体
と
い
う
キ
ャ
ラ
づ
け
み
た
い
な
形

を
作
っ
て
、
そ
こ
で
日
常
の
コ
ラ
ム
的
な

面
白
い
話
を
毎
号
に
広
報
誌
の
初
め
の
方

の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
、
ぱ
ら
ぱ
ら
っ
と

見
れ
ば
、
い
つ
も
そ
こ
に
あ
る
っ
て
い
う

ふ
う
に
し
て
、
逆
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
会
員

の
見
る
よ
う
な
情
報
は
、
後
ろ
に
掲
載
す

る
構
成
に
し
た
ら
、
も
し
か
す
る
と
読
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
、
評
判
に
な
っ
て
、

面
白
い
記
事
が
あ
る
よ
っ
て
な
る
と
、
自

然
と
封
も
開
く
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
な

か
な
か
、
言
う
は
易
し
の
話
で
は
り
ま
す

が
。

根
田　

見
て
も
ら
う
っ
て
い
う
仕
掛
け
と

し
て
は
、
連
載
物
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

菊
池　

極
端
な
話
、
つ
か
み
と
し
て
は
4

コ
マ
漫
画
ぐ
ら
い
あ
っ
て
も
い
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

多
比
良　

あ
っ
た
ら
面
白
い
で
す
ね
。

前
田　

誰
が
書
く
か
と
い
う
問
題
も
あ
り

ま
す
が
、
小
説
な
ど
荻
窪
を
ベ
ー
ス
に
し

た
読
み
切
り
の
連
載
も
い
い
で
す
ね
。

岡　

続
き
も
の
じ
ゃ
な
く
て
ね
。

東　

一
般
の
人
に
原
稿
を
募
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？　

岡　
「
○
○
の
ひ
と
り
言
」
み
た
い
な
ね
。

東　

い
い
で
す
ね
。

岡　

ブ
ロ
ッ
ク
や
部
会
な
ど
で
、
そ
の
中

で
順
番
に
回
し
て
い
く
と
い
う
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

菊
池　

会
員
だ
け
で
は
な
く
て
、
一
般
の

人
向
け
だ
っ
た
ら
、「
広
報
す
ぎ
な
み
」
な

ど
を
利
用
し
て
、
法
人
会
で
は
こ
う
い
う

も
の
を
募
集
し
て
ま
す
み
た
い
な
ニ
ュ
ー

ス
を
出
す
と
、
意
外
と
反
応
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
。
無
料
で
す
し
。
そ
の
辺

は
、
う
ま
く
協
力
し
て
も
ら
う
っ
て
い
う
。

東　

写
真
が
好
き
な
人
は
、
写
真
出
し
た

い
っ
て
思
う
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う

ん
で
す
。
詩
が
好
き
な
人
だ
っ
た
ら
詩
と

か
、
歌
詞
を
書
い
て
ら
っ
し
ゃ
る
方
だ
っ

た
ら
、
歌
詞
を
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た

い
と
、
い
ろ
い
ろ
な
趣
味
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ま
ず
最
初
は
、

広
報
委
員
の
方
か
ら
で
す
か
ね
。

前
田　

見
本
と
し
て
。

東　

私
た
ち
結
婚
し
ま
し
た
っ
て
い
う
ん

で
も
い
い
ん
で
す
よ
ね
。
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岡　

あ
と
、
荻
窪
法
人
会
の
エ
リ
ア
の
商

店
街
の
紹
介
と
か
、
お
店
の
紹
介
と
か
で

も
い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

前
田　

企
画
と
し
て
面
白
い
で
す
ね
。

根
田　

商
店
街
ご
と
に
特
集
す
る
と
か
。

前
田　

特
定
の
店
を
紹
介
し
て
し
ま
う

と
、
う
ち
は
出
な
い
と
な
る
の
で
問
題
が

あ
り
ま
す
ね
。

菊
池　

特
定
の
お
店
を
出
す
の
で
あ
れ

ば
、
広
告
と
し
て
有
料
に
し
て
出
し
て
も

い
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

広
告
収
入
を
増
や
す
工
夫

前
田　

そ
う
い
っ
た
広
告
収
入
は
大
き

な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

は
広
報
誌
の
表
４
ペ
ー
ジ
の
み
で
し
た

が
、
例
え
ば
、
記
事
の
下
に
小
さ
く
１
社

5
0
0
0
円
く
ら
い
で
、
小
さ
い
広
告
を

集
め
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
タ
イ
ア
ッ
プ

広
告
と
い
う
の
も
考
え
て
い
い
の
か
な
と

思
っ
て
い
て
、
商
店
街
訪
問
企
画
み
た
い

な
も
の
は
、
そ
の
前
哨
戦
に
も
な
る
か
と

思
う
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

岡　

結
構
、
そ
う
す
る
と
、
載
せ
て
も
ら

い
た
い
っ
て
と
こ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

菊
池　

広
報
誌
の
価
値
を
き
ち
ん
と
ア
ピ

ー
ル
し
て
、
広
告
を
取
っ
て
い
っ
て
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
い
つ
も
、
広
告
の
場
合
は
、
ま

ず
広
告
を
取
る
っ
て
い
う
手
間
と
、
広
告

を
作
る
っ
て
い
う
手
間
を
、
誰
が
ど
の
よ

う
に
負
担
し
て
い
く
か
っ
て
い
う
、
そ
こ

は
残
る
と
思
い
ま
す
け
ど
も
。
広
告
の
な

い
お
店
も
あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
規
格

サ
イ
ズ
に
作
ん
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い

う
ね
。
そ
れ
も
全
部
、
多
比
良
さ
ん
が
や

る
の
か
ど
う
か
と
か
も
含
め
て
。

岡　

こ
の
大
き
さ
で
作
れ
ば
幾
ら
、
デ
ー

タ
も
ら
っ
て
載
せ
る
だ
け
な
ら
幾
ら
っ
て

い
う
感
じ
で
。

支
部
や
ブ
ロ
ッ
ク
に
ペ
ー
ジ
を
提
供

菊
池　

支
部
自
慢
と
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
自
慢

み
た
い
に
、
割
と
好
き
勝
手
な
ネ
タ
を
提

供
し
て
も
ら
う
記
事
が
あ
る
と
楽
し
く
原

稿
も
書
け
て
、
参
加
意
識
も
持
っ
て
も
ら

え
る
と
思
い
ま
す
。
杓
子
定
規
に
型
に
は

め
て
し
ま
う
と
、
あ
ま
り
面
白
く
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

前
田　

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
ク
ラ
ス
の
ペ
ー

ジ
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。
そ
う
い
う

の
も
あ
り
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

東　

今
ま
で
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

菊
池　

ブ
ロ
ッ
ク
だ
と
話
が
大
き
く
な
り

過
ぎ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、

例
え
ば
、
1
つ
の
支
部
じ
ゃ
な
く
て
、
合

同
で
や
っ
て
も
ら
う
の
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

多
比
良　

1
ペ
ー
ジ
あ
げ
る
か
ら
、
好
き

な
の
載
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
感
じ
で
す

か
ね
。

広
報
誌
以
外
の
媒
体

前
田　

媒
体
に
関
し
て
、
広
報
誌
軸
で
っ

て
い
う
考
え
は
、
た
ぶ
ん
変
わ
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
あ
る
の
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
。
こ
の
辺

は
適
切
で
し
ょ
う
か
？　

こ
う
し
た
ら
面

白
く
な
る
な
ど
、
何
か
あ
り
ま
す
か
？　

よ
く
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
や
っ
た
ら
ど
う
だ

み
た
い
な
意
見
が
り
ま
す
が
。

菊
池　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
や
っ
て
る
人
に

限
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
、
法
人
会

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
は
、
基
本
的
に

誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
が
、
非
公
開

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
そ
こ
を
法
人
会
員

用
に
、
行
事
で
撮
っ
た
写
真
な
ど
を
、
自

分
の
判
断
で
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
を
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
や
っ
て
も
い
い
し
、
ど
う
い
う
単
位
で
や

っ
て
も
い
い
で
す
が
、
作
っ
て
お
く
と
、
ち

ょ
っ
と
楽
し
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

前
田　

そ
れ
は
、
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る

ペ
ー
ジ
と
、
会
員
だ
け
が
ア
ク
セ
ス
で
き

る
ペ
ー
ジ
を
分
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

根
田　

ク
ロ
ー
ズ
ド
と
な
る
と
、
入
会
基

準
的
な
、
ど
う
い
う
人
な
ら
入
れ
る
と
か

入
れ
な
い
と
か
っ
て
こ
と
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
っ
て
い
う
、
そ
の
辺
の
整
備
を
し

な
き
ゃ
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

菊
池　

そ
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
と
い
う
か
、
で
き
る
人
と

で
き
な
い
人
の
差
が
出
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
専
門
の
勉
強
会
み
た
い
な
も

の
を
、
広
報
が
主
催
で
や
っ
て
も
い
い
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

多
比
良　

現
在
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
は
何
人
か
管
理
人
が
い
ま
す
が
、
個
人

の
判
断
で
勝
手
な
記
事
を
ア
ッ
プ
で
き
な

い
の
で
、
差
し
障
り
の
無
い
「
広
報
誌
が

発
行
さ
れ
た
」
な
ど
の
お
知
ら
せ
や
「
税

それぞれのアイデアを出し合う

冗談も交えながら
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務
署
の
桜
が
咲
き
ま
し
た
」
ぐ
ら
い
の
こ

と
し
か
ア
ッ
プ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

小
笠
原　

正
直
、
縛
り
が
あ
り
過
ぎ
て
、

全
然
活
用
で
き
て
な
い
で
す
よ
ね
。
勝
手

に
パ
ッ
と
撮
っ
て
パ
ッ
と
上
げ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
か
ら
。
気
軽
さ
は
な
い
で
す
ね
。

根
田　

イ
ベ
ン
ト
と
か
は
載
せ
て
る
ん
で

す
か
。

多
比
良　

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ
も
ら
え

れ
ば
、
そ
れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
っ
て
い
う
お
知
ら
せ
を
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原　

確
か
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
や
り

づ
ら
い
で
す
よ
ね
。

広
報
誌
と
ウ
ェ
ブ
の
リ
ン
ク

東　

何
十
年
か
後
に
は
、
会
報
は
紙
で
は

な
く
て
、
全
部
パ
ソ
コ
ン
で
見
て
く
だ
さ

い
み
た
い
な
こ
と
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

前
田　

個
人
的
に
は
そ
れ
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
紙
は
、
既
に
激
減
し
て
ま
す
け
れ

ど
も
、
い
ろ
ん
な
媒
体
と
一
緒
に
生
き
て

い
く
と
は
思
い
ま
す
。

小
笠
原　

読
み
や
す
い
の
は
誌
面
の
方
で

す
よ
ね
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
読
み
づ
ら

い
。
見
た
い
と
き
に
見
れ
る
の
で
便
利
で

は
あ
り
ま
す
が
。

菊
池　

利
用
方
法
と
し
て
提
案
な
ん
で
す

け
ど
、
広
報
誌
に
Q
R
コ
ー
ド
を
仕
込
ん

で
、
ウ
ェ
ブ
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
と
い
う
の

は
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
広
報
誌
の
中

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
り
そ
う
な
話

と
か
、
濃
い
内
容
の
も
の
は
、
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
全
部
ウ
ェ
ブ
で
見
て
く
だ
さ
い
と

い
う
感
じ
で
。

前
田　

さ
き
ほ
ど
岡
さ
ん
か
ら
、
動
画
を

載
せ
た
ら
面
白
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
Q
R
コ
ー
ド
で
リ
ン
ク
し

て
動
画
が
見
れ
た
ら
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
例
え
ば
、
落
語
の
記
事
が
出
た
と
き

に
、
そ
の
動
画
が
見
ら
れ
る
と
い
う
感
じ

で
。
紙
に
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
ね
。

多
比
良　

そ
れ
は
と
て
も
効
果
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
会
の
こ
れ
か
ら

根
田　

会
員
や
一
般
の
方
の
欲
し
が
る
情

報
を
、
い
か
に
僕
ら
が
拾
っ
て
発
信
で
き

る
か
っ
て
い
う
の
が
、
広
報
誌
を
見
て
も

ら
う
肝
だ
と
思
う
の
で
、
ハ
ー
ド
ル
上
げ

る
よ
う
で
す
が
、
ア
ン
テ
ナ
を
い
か
に
張

れ
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
笠
原　

い
い
も
の
は
残
す
。
で
も
、
ど

ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
は
取
り
組
ん
で
、

そ
れ
で
問
題
が
出
れ
ば
、
謝
る
。
だ
か
ら
、

萎
縮
せ
ず
に
、
い
ろ
い
ろ
や
れ
れ
ば
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

東　

私
た
ち
が
頑
張
っ
て
作
っ
て
る
広
報

誌
な
の
で
、
ま
ず
、
会
員
さ
ん
に
見
て
も

ら
い
た
い
。
見
て
も
ら
う
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

菊
池　

ア
ク
テ
ィ
ブ
会
員
の
方
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
広

報
誌
や
ウ
ェ
ブ
を
使
っ
て
も
ら
え
る
方
向

で
、
い
ろ
い
ろ
や
り
方
を
考
え
る
こ
と
と
、

あ
と
は
、
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
人
に
対
し

て
は
、
法
人
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
と
訴

求
し
て
、
非
会
員
の
方
や
地
元
の
方
に
関

し
て
は
、
か
な
り
手
間
が
大
き
い
と
は
思

う
の
で
、
協
力
者
を
た
く
さ
ん
集
め
る
と

い
う
と
こ
ろ
が
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

多
比
良　

き
ょ
う
は
、
公
開
編
集
会
議
み

た
い
な
感
じ
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し

ま
し
た
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
い
く
に

は
、
広
報
委
員
会
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
、
こ

う
い
っ
た
会
議
で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生

む
こ
と
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

菊
池　

そ
の
手
助
け
に
な
る
の
が
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
非
公
開
グ
ル
ー
プ
だ
と
思
う

ん
で
す
。
取
り
あ
え
ず
テ
ー
マ
を
出
し
て
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
く
と
い
う
。

前
田　

こ
れ
か
ら
も
広
報
誌
の
軸
は
変
わ

ら
な
い
、
た
と
え
紙
媒
体
じ
ゃ
な
く
な
っ

た
と
し
て
も
、
広
報
誌
を
軸
に
、
広
報
委

員
が
活
動
し
て
い
く
と
い
い
の
か
な
と
思

っ
て
ま
す
。
そ
こ
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
の
は
、「
楽
し
さ
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
委
員
会
活
動
も
誌
面
も
、
各
ジ
ャ

ン
ル
で
楽
し
く
感
じ
る
も
の
が
作
れ
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
楽
し
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

会
員
、
非
会
員
の
区
別
も
な
く
、
読
ん
で

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

岡　

き
ょ
う
の
1
時
間
半
ぐ
ら
い
の
時
間

の
間
に
、
こ
れ
か
ら
の
広
報
活
動
が
す
ご

く
進
む
よ
う
な
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
を
基
に
、
ど
ん
ど
ん

変
え
ら
れ
る
と
こ
は
変
え
て
、
公
益
社
団

法
人
と
し
て
の
役
割
、
ま
た
、
広
報
委
員

会
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
も
周
知
徹
底
の
材

料
に
し
て
、
活
動
し
て
い
け
た
ら
な
と
思

い
ま
し
た
。
本
当
に
き
ょ
う
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

それぞれのアイデアを出し合う

意見をまとめていく
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非
常
識
ク
レ
ー
マ
ー
5
つ
の
タ
イ
プ

　

私
は
こ
れ
ま
で
銀
行
員
や
会
社
の
経
営
者
、

保
育
園
の
理
事
長
等
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

ク
レ
ー
ム
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
な
か
で
、
ク
レ
ー
ム
を
言
う
人
た
ち
の
一
部

に
、
我
々
と
異
な
る
考
え
方
を
す
る
人
た
ち
が

い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
保

育
士
の
資
格
取
得
の
勉
強
を
す
る
な
か
で
精

神
保
健
と
い
う
、
発
達
障
害
や
一
部
の
病
気
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

保
育
園
で
実
際
に
非
常
識
な
ク
レ
ー
ム
を
言
う

人
た
ち
に
会
っ
て
み
る
と
、
普
通
の
人
と
は
ち

ょ
っ
と
考
え
方
が
違
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
日
は
、
ク
レ
ー
マ
ー
に
な
る
原
因
に

障
害
や
病
気
が
あ
る
人
た
ち
の
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
特
定
の
障
害
や
病

気
の
人
が
ク
レ
ー
マ
ー
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

　

最
初
に
、
一
般
的
な
ク
レ
ー
ム
発
生
時
の
対

応
に
つ
い
て
で
す
。
ま
ず
、
ク
レ
ー
ム
が
起
き

た
現
場
に
急
行
し
ま
す
。
次
に
相
手
を
認
め

ま
す
。
こ
れ
は
ク
レ
ー
ム
を
認
め
る
の
で
は
な

く
、
相
手
が
ク
レ
ー
ム
を
言
っ
て
い
る
こ
と
を

認
め
、
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
相
手
が

怒
鳴
っ
た
り
怒
っ
た
り
し
て
い
て
も
、
最
初
の

3
分
間
は
黙
っ
て
聞
き
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、

怒
り
は
治
ま
っ
て
き
ま
す
。
話
を
聞
き
な
が
ら

問
題
事
項
発
生
の
原
因
を
把
握
し
、
言
い
方

や
態
度
か
ら
、
ク
レ
ー
ム
を
言
っ
て
い
る
人
が

非
常
識
ク
レ
ー
マ
ー
な
の
か
、
金
銭
的
要
求
の

あ
る
悪
質
ク
レ
ー
マ
ー
な
の
か
、
あ
る
い
は
ご

理
解
い
た
だ
け
そ
う
な
一
般
ク
レ
ー
マ
ー
な
の

か
を
お
お
よ
そ
判
別
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
医
学
会
の
基
準

に
基
づ
き
、
非
常
識
ク
レ
ー
マ
ー
を
A
〜
E
の

5
タ
イ
プ
に
分
け
ま
し
た
。
た
だ
し
、
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
を
併
存
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
々

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

タ
イ
プ
A
は
「
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な

い
タ
イ
プ
」
で
、
自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症

候
群
な
ど
P
D
D
（
広
汎
性
発
達
障
害
）
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
対
人
関
係
が
困
難
で
、
他
人
に
関

心
を
持
た
な
い
、
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
た

り
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
変
化
に
対
す

る
病
的
な
抵
抗
、
あ
る
特
定
の
環
境
や
も
の
へ

の
強
い
執
着
、
自
分
の
な
か
の
一
定
の
決
ま
り

へ
の
固
着
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
じ
ゃ
ま
さ

れ
る
と
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
り
怒
り
だ
し
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
こ
と

が
非
常
識
な
ク
レ
ー
ム
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
場
合
の
対
応
は
、
相
手
を
一
般
的

な
常
識
や
考
え
方
で
推
測
せ
ず
、「
非
常
識
な

人
」
と
割
り
切
っ
て
気
長
に
話
を
聞
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

誠
心
誠
意
話
し
て
も
わ
か
ら
な
い

　

B
は
「
そ
そ
っ
か
し
い
が
悪
気
の
な
い
タ
イ

プ
」。
こ
れ
は
A
D
H
D
（
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
）
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
、
行
動
に
移
す
前

平成27年6月9日（ 火 ）、第3回荻窪法人会総会にて特別講演会
が開催され、株式会社チャイルド社代表取締役社長の柴田豊幸
氏に「障害や病気が原因でクレーマーになってしまう人たちとど
のように向き合うか」についてご講演いただきました。柴田氏は
今年『やさしいあなたが苦しまないための　非常識クレームへ
の対応法』（ 幻冬舎）を出版。講演会では、共著者である弁護
士の柴田洋平氏が、法的な対応についてお話しくださいました。

公 益 社 団 法 人 荻 窪 法 人 会  第 3 回 通 常 総 会  特 別 講 演 会

「やさしいあなたが苦しまないための
非常識クレーマーへの対応」
講 師：荻 窪 法 人 会 副 会長 ・（ 株 ）チャイルド社  代 表 取 締 役 社 長 　 柴 田 豊幸

【プロフィル】●柴田豊幸：1951年 3 月 24 日生まれ。青山学院大学卒業後、第一勧業銀行（現みずほ銀行）を経て、（株 ）チャイルド社入社。1990 年〜
1996 年越谷保育専門学校講師。2010 年保育士資格取得。現在、（株 ）チャイルド社、（株 ）幼保経営サービス、（株 ）三恭（保育園パピーナ 8 園 ）・彩兒
島有限公司（香港）・彩兒島幼教産品有限公司（北京）ほかの代表取締役社長。社会福祉法人はじめ会高の葉保育園理事長。
●柴田洋平：1984 年 5 月14 日生まれ。2007 年慶應義塾大学卒業、2010 年東北大学法科大学院修了、同年司法試験合格。2011年弁護士登録（東
京弁護士会）、小林・福井法律事務所入所。2014 年保育士資格取得。現在、（株）幼保経営サービス顧問。
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に
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
目
の
前
の
刺
激

に
対
し
て
衝
動
的
に
動
い
て
し
ま
う
、
注
意
力

を
維
持
し
に
く
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ま
と

め
る
こ
と
が
苦
手
、
不
安
定
な
感
情
な
ど
が
特

徴
で
す
。
タ
イ
プ
A
も
B
も
、
脳
の
中
枢
神

経
系
に
何
ら
か
の
要
因
が
あ
っ
て
起
こ
る
障
害

の
た
め
、
ウ
ソ
を
つ
い
た
り
悪
意
を
持
っ
て
ク

レ
ー
ム
を
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

タ
イ
プ
C
は
「
極
端
な
行
動
を
と
る
タ
イ

プ
」
で
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
タ
イ
プ
A
や
B
と
は
違
っ
て
、

そ
の
人
の
性
格
や
環
境
が
原
因
と
な
る
後
天

的
な
精
神
疾
患
で
す
。
タ
イ
プ
C
の
人
た
ち

は
、
社
会
常
識
が
わ
か
っ
て
い
て
、
悪
い
こ
と

を
悪
い
と
思
わ
ず
に
実
行
し
、
な
お
か
つ
共
依

存
、
巻
き
込
み
な
ど
を
す
る
た
め
、
最
も
注
意

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ク
レ
ー
マ
ー
で
す
。
こ

こ
で
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
絶
対

に
一
人
で
対
応
し
な
い
こ
と
で
す
。
話
が
こ
じ

れ
て
き
た
ら
早
急
に
対
応
者
を
交
代
す
る
、
第

三
者
を
入
れ
る
、
弁
護
士
等
に
依
頼
を
す
る
こ

と
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

タ
イ
プ
D
は
妄
想
や
幻
覚
が
あ
る
タ
イ
プ

で
す
。
こ
れ
は
そ
う
う
つ
病
の
人
や
統
合
失
調

症
の
人
た
ち
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

「
自
分
は
一
日
中
監
視
さ
れ
て
い
る
。
町
の
人

は
国
際
的
な
犯
罪
組
織
と
つ
な
が
っ
て
い
て
自

分
を
陥
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
な
ど
と
思
い
込

む
人
も
い
て
、
そ
の
妄
想
が
ク
レ
ー
ム
の
原
因

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　

最
後
の
タ
イ
プ
E
は
「
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ

す
お
年
寄
り
タ
イ
プ
」
で
、
認
知
症
等
の
老

人
性
後
退
が
原
因
で
す
。
タ
イ
プ
E
に
は
「
昔

と
っ
た
杵
柄
型
ク
レ
ー
マ
ー
」、「
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
型
ク
レ
ー
マ
ー
」、「
社
会
に
つ
い
て
い
け
な

い
型
ク
レ
ー
マ
ー
」、「
わ
か
っ
て
い
な
い
型
ク

レ
ー
マ
ー
」
が
あ
り
ま
す
が
、
相
手
は
お
年
寄

り
な
の
で
、
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
傾

聴
し
た
り
、
相
手
を
立
て
て
話
が
ま
と
ま
る
よ

う
導
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ク
レ
ー
マ
ー
に
対
し
て
は
、
誠
心
誠
意
話
せ

ば
わ
か
る
と
い
う
内
容
の
本
や
講
習
会
が
多
い

の
で
す
が
、
原
因
が
障
害
や
病
気
の
場
合
、
話

せ
ば
わ
か
る
と
い
う
の
は
無
理
な
こ
と
で
す
。

相
手
の
た
め
に
も
、
障
害
や
病
気
を
理
解
し
た

上
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。「
非
常
識
ク
レ
ー

マ
ー
」
は
、
皆
さ
ん
と
同
じ
常
識
を
持
っ
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
対
応
す
る

こ
と
が
、
満
足
の
い
く
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

非
常
識
ク
レ
ー
マ
ー
へ
の
法
的
対
応

講
師

：

弁
護
士
・
保
育
士
　
柴
田
洋
平

　

ク
レ
ー
ム
を
聞
い
て
解
決
案
を
提
案
す
る
と

い
う
普
通
の
対
応
で
、
何
度
話
し
合
い
を
し
て

も
話
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
相
手
が
言
っ
て
く
る
内
容
、
要
求
が
明
ら

か
に
理
不
尽
で
あ
っ
た
り
不
条
理
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
組
織
や
担
当
者
が
対
応

に
追
わ
れ
て
通
常
業
務
外
で
大
き
な
負
担
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
法
的
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
法
律
上
ど
う
い
う
と
き
に
責
任
が
生

じ
る
の
か
。
①
過
失
＝
落
ち
度
が
あ
る
こ
と
。

②
損
害
＝
不
利
益
が
あ
る
こ
と
。
③
因
果
関
係

＝
過
失
か
ら
損
害
が
発
生
し
た
か
。
④
要
求
と

損
害
の
関
係
性
。
⑤
要
求
方
法
の
適
法
性
。

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
に
責
任
が
生
じ
る
の

は
①
か
ら
⑤
の
す
べ
て
を
充
た
し
た
と
き
で
す

か
ら
、
ク
レ
ー
マ
ー
が
お
か
し
い
こ
と
を
言
っ

て
い
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
と
き
、
特
に
意
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
は
、
ク
レ
ー
ム
の
内
容
と
事

実
を
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
記
録
に
残
す
こ
と
で
す
。
顧
客
対
応

記
録
用
紙
な
ど
、
一
定
の
書
式
で
情
報
と
し
て

残
し
た
り
、
共
有
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
す
。
レ
コ
ー
ダ
ー
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
活

用
し
、
ク
レ
ー
マ
ー
に
気
づ
か
れ
ず
に
使
用
で

き
る
よ
う
に
練
習
や
心
構
え
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
対
応
は
一
人
の
担
当
者
に
任
せ

き
り
に
せ
ず
、
組
織
で
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
組
織
で
対
応
し
て
も
困
難
な
と
き
は
警

察
や
役
所
な
ど
関
係
機
関
に
相
談
し
た
り
、

弁
護
士
な
ど
第
三
者
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
弁

護
士
は
文
書
を
送
付
し
た
り
、
交
渉
を
代
理

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ク
レ
ー
ム
の
内
容
は

5
W
1
H
を
意
識
し
て
聞
き
、
苦
情
を
受
け

た
事
実
が
本
当
に
あ
っ
た
の
か
、
事
実
を
確
認

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
確
認
で
き
る
ま
で
は
解

決
策
を
提
案
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
ク
レ
ー
マ
ー
の
刑
事
責
任
で
す

が
、
管
理
権
限
の
あ
る
場
所
か
ら
出
て
行
か
な

い
場
合
は
「
不
法
侵
入
・
不
退
去
罪
」、
脅
し

文
句
な
ど
を
使
っ
て
金
品
を
要
求
し
た
り
、
何

か
を
強
要
す
る
の
は「
脅
迫
罪
」「
強
要
罪
」「
恐

喝
罪
」、
会
社
に
繰
り
返
し
連
絡
し
て
き
て
、

会
社
の
前
で
不
適
切
な
行
動
を
し
て
不
安
を

与
え
る
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば「
業
務
妨
害
罪
」

や
「
威
力
業
務
妨
害
罪
」
な
ど
に
該
当
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
客
様
で
あ
っ
た
人
を

あ
れ
こ
れ
追
及
す
る
の
は
気
が
引
け
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
目
に
余
る
場
合
は
刑
事
告
訴

も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
警
察
に
相
談
す
る
こ
と

で
話
が
ま
と
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

やさしいあなたが
苦しまないための
非常識クレームへの
対応法
¥1, 620（税込）

Amazonや書店で
お求めいただけます
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移
動
距
離
は
1
年
で
地
球
を
3
周

　

テ
ニ
ス
は
シ
ー
ズ
ン
が
と
て
も
長
く
て
、
1

月
初
め
に
開
幕
し
て
11
月
半
ば
ま
で
約
10
か

月
半
は
ツ
ア
ー
で
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
の
4
大

会
、
そ
の
間
も
世
界
の
ど
こ
か
で
必
ず
試
合
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
女
子
と
男
子
そ
れ
ぞ
れ
毎

週
2
大
会
か
ら
3
大
会
あ
る
な
か
か
ら
自
分

が
出
た
い
大
会
を
選
ん
で
出
場
す
る
の
で
本
当

に
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
私
は
年
間
25
〜

27
大
会
く
ら
い
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
は
6
〜
7
週
間
あ
り
ま
す
が
、
完
全
に

ラ
ケ
ッ
ト
を
置
い
て
休
養
す
る
の
は
1
週
間
か

ら
10
日
く
ら
い
で
す
ね
。
そ
の
あ
と
次
の
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
練
習
、
調

整
が
始
ま
り
ま
す
。

　

私
は
日
本
を
ベ
ー
ス
に
試
合
に
ま
わ
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ベ

ー
ス
に
し
た
人
と
比
べ
る
と
移
動
距
離
は
相
当

な
も
の
で
す
。
飛
行
機
の
移
動
距
離
が
1
年

間
で
地
球
3
周
分
く
ら
い
で
す
か
ら
、
マ
イ
レ

ー
ジ
が
た
ま
り
ま
く
り
ま
す
（
笑
）。
海
外
生

活
は
年
間
2
5
0
日
く
ら
い
。
毎
週
大
会
が

あ
っ
て
国
々
を
転
々
と
し
ま
す
の
で
、
週
単
位

で
パ
ッ
キ
ン
グ
し
て
ア
ン
パ
ッ
ク
し
て
と
い
う

生
活
が
続
い
て
、
そ
の
な
か
で
し
っ
か
り
健
康

管
理
を
し
て
ベ
ス
ト
の
状
態
で
臨
む
こ
と
が
テ

ニ
ス
選
手
に
は
課
さ
れ
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
で
は
英
語
が
公
用
語
で
す
。
大
会
の

情
報
が
発
信
さ
れ
る
の
も
英
語
、
協
会
の
組
織

が
出
す
情
報
を
得
る
に
も
英
語
が
必
要
で
す
。

ダ
ブ
ル
ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
は
い
ろ
い
ろ
な
国

の
選
手
と
組
み
ま
し
た
が
、
英
語
さ
え
話
せ
れ

ば
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
て
い
け
ま
す
。

　

私
が
一
番
苦
労
し
た
の
は
、
記
者
会
見
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
テ
ニ
ス
選
手
は
記
者
会
見

や
テ
レ
ビ
取
材
が
義
務
に
な
っ
て
い
て
、
負
け

た
か
ら
受
け
た
く
な
い
と
い
っ
て
帰
っ
て
し
ま

う
と
、
何
十
万
円
と
い
う
罰
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
発

信
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
プ
ロ
に

な
り
た
て
の
こ
ろ
は
こ
れ
が
負
担
で
し
た
。
記

者
の
方
か
ら
英
語
で
質
問
さ
れ
て
、「
す
み
ま

せ
ん
、
も
う
一
度
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
何
回

も
聞
き
直
す
と
「
も
う
、
い
い
よ
」
と
言
わ
れ

て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。
優
勝
す

る
と
ス
ピ
ー
チ
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で

す
が
、
決
勝
戦
で
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
に
「
勝

っ
た
ら
、
ウ
イ
ナ
ー
ス
ピ
ー
チ
だ
な
」
と
心
配

に
な
る
。
で
す
か
ら
、
英
語
の
ス
キ
ル
を
上
げ

る
た
め
に
ふ
だ
ん
か
ら
英
語
の
本
を
読
ん
だ

り
、
テ
レ
ビ
も
英
語
で
見
た
り
、
字
幕
を
見
な

い
で
同
じ
映
画
を
何
回
も
観
て
、
セ
リ
フ
を
覚

え
て
日
常
会
話
に
生
か
し
た
り
し
ま
し
た
。

ど
こ
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
！

　

い
ろ
い
ろ
な
国
に
行
く
と
文
化
や
国
民
性
の

違
い
を
感
じ
ま
す
。
運
営
面
で
も
国
に
よ
っ
て

大
き
く
違
い
ま
す
。
日
本
人
と
い
う
の
は
本
当

に
き
ち
っ
と
し
た
国
民
性
で
、
時
間
も
オ
ン
タ

平成27年3月2日（月）、杉並公会堂大ホールにおいて荻窪法人会
主催の特別講演会が開催されました。第1部では、講師の杉山
愛さんがサインボールを会場に打ち込む場面から講演がスター
ト。第2部は9名の高校生とのトークセッションで、「テニスプレ
イヤーになっていなかったら、どんな人生を歩んでいたと思いま
すか」「どういうふうに緊張をほぐしていますか」「ダブルスの醍
醐味は？」などの質問に杉山さんが答え、会場はさわやかな熱
気に包まれました。ここでは第1部の講演内容をご紹介します。

公 益 社 団 法 人 荻 窪 法 人 会  特 別 講 演 会

夢をかなえる生き方
〜日本人として世界で活躍するためには〜
講 師：	
スポーツキャスター／元プ ロテニスプレ イヤー

杉山  愛

【プロフィル】4 歳でラケットを握り、15 歳で日本人初の世界ジュニアランキング１位に輝く。17 歳でプロに転向し、34 歳まで 17 年間のプロツアーを転戦。
グランドスラムでは女子ダブルスで３度の優勝と、混合ダブルスでも優勝を経験し、シングルス連続出場 62 回の世界記録を樹立。オリンピックには４回
連続出場。WTAツアー最高世界ランク、シングルス８位、ダブルス１位。国際公式戦勝利数、シングルス 492 勝、ダブルス 566 勝。WTAツアー、シン
グルス優勝回数６回、ダブルス優勝回数 38 回。公式戦通算試合数 1772 試合。2009 年 10 月、現役を引退。情報番組のゲストコメンテーター、グラン
ドスラムのスペシャルコメンテーターなどで活躍中。
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イ
ム
、
そ
の
部
署
の
受
け
持
っ
た
こ
と
を
責
任

も
っ
て
行
い
ま
す
。
反
対
に
、
け
っ
こ
う
ア
バ

ウ
ト
な
国
も
多
い
ん
で
す
。
初
め
て
行
っ
た
ロ

ー
マ
の
試
合
で
、
ホ
テ
ル
か
ら
会
場
へ
移
動
す

る
車
が
、
頼
ん
だ
時
間
に
な
っ
て
も
い
っ
こ
う

に
現
れ
な
い
。
練
習
の
時
間
に
も
遅
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
も
国
民
性
の
違
い
だ
と
受
け

入
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

治
安
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
ク
ロ
ア
チ
ア

の
首
都
ザ
グ
レ
ブ
で
試
合
が
あ
っ
た
と
き
の
話

で
す
が
、
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

し
、
選
手
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
「
こ
こ
ザ
グ
レ
ブ
と
い
う
と

こ
ろ
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

東
京
の
よ
う
に
と
て
も
安
全
な
と
こ
ろ
だ
け
れ

ど
、
テ
ニ
ス
会
場
に
行
く
以
外
は
、
ホ
テ
ル
か

ら
一
歩
も
足
を
踏
み
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
っ
て
、「
ど
こ
が
安
全
な
ん
だ
！
」
と
突

っ
込
み
た
く
な
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
し

た
。
そ
の
と
き
は
停
戦
中
で
し
た
が
、
銃
を
持

っ
た
兵
士
が
立
っ
て
い
た
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
隣
の
空
き
地
に
戦
車
が
置
い
て
あ
っ
た
り
と

物
々
し
い
雰
囲
気
で
、
世
界
に
は
こ
う
い
う
と

こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

大
切
な
の
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
」
で
す
。

文
化
や
習
慣
の
違
い
で
、
自
分
が
い
や
だ
な
と

思
っ
て
い
る
と
、
い
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
で

き
ま
せ
ん
。
日
本
に
い
て
も
「
こ
の
人
、
苦
手

だ
な
ぁ
」
っ
て
思
い
な
が
ら
一
緒
に
仕
事
を
す

る
と
成
果
が
上
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
き
に
、
そ
の
場
所
や
人

の
プ
ラ
ス
の
面
を
見
て
い
く
と
、
新
し
い
発
見

が
あ
っ
て
少
し
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
く
る

ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
実
際
に
気
持
ち
よ
く

プ
レ
イ
で
き
た
り
し
て
、
い
い
結
果
に
結
び
つ

い
て
い
き
ま
す
。

　

周
り
が
変
わ
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ

ん
。
他
人
が
変
わ
っ
た
り
環
境
が
変
わ
る
こ
と

を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
こ
れ
か
ら

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

遊ゆ
げ
ざ
ん
ま
い

戯
三
昧

─
─

す
る
こ
と
を
楽
し
む

　

私
は
17
年
間
と
い
う
プ
ロ
生
活
を
送
り
ま

し
た
が
、
プ
ロ
8
年
目
に
ス
ラ
ン
プ
に
ぶ
つ
か

り
、
そ
こ
を
乗
り
越
え
て
、
世
界
ト
ッ
プ
10
に

入
る
と
い
う
自
分
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
プ
ロ
と
し
て
日
本
人
の
私
が

世
界
で
戦
い
、
自
分
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に

何
が
一
番
の
キ
ー
だ
っ
た
の
か
な
と
振
り
返
る

と
、
引
退
ま
で
続
け
た
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
朝
起
き
た
と
き
か
ら
夜

寝
る
ま
で
、
毎
日
欠
か
さ
ず
行
う
習
慣
で
す
。

選
手
の
と
き
は
試
合
が
な
い
日
は
23
個
、
試
合

が
あ
る
と
き
は
33
個
あ
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
朝
起
き
て
30
分
、
夜

寝
る
前
に
30
分
、
呼
吸
法
を
行
い
ま
し
た
。
私

は
と
て
も
緊
張
す
る
タ
イ
プ
で
、
大
き
な
コ
ー

ト
や
大
事
な
試
合
で
、
緊
張
し
た
り
空
回
り

し
た
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
て
し
ま
っ
た

り
し
て
、
な
か
な
か
自
分
の
力
を
発
揮
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
「
精
神
調
息
法
」
と
い

う
呼
吸
法
に
出
合
い
ま
し
た
。
深
い
呼
吸
に
よ

っ
て
新
鮮
な
空
気
と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
身

体
中
に
行
き
渡
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
分
に
合
っ

て
る
な
と
思
っ
て
取
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
肉

の
刺
激
な
ど
、
こ
れ
を
行
う
と
い
い
と
思
う
も

の
を
加
え
て
い
き
ま
し
た
。
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー

ク
は
、
い
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
た
め
の

心
と
身
体
の
準
備
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎

日
行
っ
て
い
る
と
変
化
に
気
づ
き
ま
す
。
た
と

え
ば
呼
吸
法
で
、
い
つ
も
酸
素
が
ス
ー
ッ
と
入

っ
て
い
く
の
に
な
か
な
か
入
ら
な
い
と
き
は
、

緊
張
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
ケ
ア
の

面
で
は
毎
日
、
手
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て

い
る
の
で
違
和
感
に
気
づ
き
ま
す
。「
今
日
は

い
つ
も
よ
り
固
い
な
、
も
う
少
し
ケ
ア
し
よ
う
」

と
、
次
の
日
の
準
備
で
あ
る
と
と
も
に
ケ
ガ
予

防
に
も
な
り
ま
す
。
今
日
は
、
テ
ニ
ス
の
選
手

や
高
校
生
の
皆
さ
ん
も
来
て
く
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
自
分
に
と
っ
て
の
大
切
な
準

備
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
う
す
る
と
自
分
の
気
持
ち
が
高
ま
る
、

身
体
の
調
子
が
い
い
、
そ
う
い
う
こ
と
を
い
く

つ
知
っ
て
い
る
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
毎
日
続

け
て
い
く
こ
と
で
自
分
の
底
力
が
つ
き
、
自
信

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
の
好
き
な
言
葉
で
締
め
く
く

り
た
い
と
思
い
ま
す
。「
遊ゆ

げ
ざ
ん
ま
い

戯
三
昧
」
で
、
こ

れ
は
「
楽
し
い
こ
と
を
す
る
」
で
は
な
く
て

「
す
る
こ
と
を
楽
し
む
」
と
い
う
意
味
で
す
。

大
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
て
も
、
世
界

の
ト
ッ
プ
を
め
ざ
す
と
い
う
高
い
目
標
を
置
く

と
、
実
際
に
は
苦
し
い
時
間
、
試
練
の
時
間

の
ほ
う
が
長
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、「
も
う
だ
め
だ
」
と
思

い
な
が
ら
立
ち
向
か
う
の
と
、「
こ
ん
な
高
い

壁
が
来
た
。
よ
し
！　

こ
れ
を
丸
ご
と
楽
し
み

な
が
ら
乗
り
越
え
て
や
る
ぞ
」
と
い
う
ふ
う

に
、
自
分
に
ワ
ク
ワ
ク
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
ト

ラ
イ
す
る
の
と
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
全
然

違
う
ん
で
す
。
大
変
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
壁

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
乗
り
越
え
る
の

に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
莫
大
な
も
の
が
必

要
で
す
が
、
楽
し
む
こ
と
を
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し

て
加
え
る
と
大
き
な
原
動
力
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
苦
し
い
と
き
や
気
が
乗
ら
な
い
と
き
は

「
遊ゆ

げ
ざ
ん
ま
い

戯
三
昧
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
今
日
は
、
ご
清
聴
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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マイナンバー制度について確認しましょう

税制委員会より

個人番号 法人番号

桁数 12ケタ 13ケタ

番号の通知元 市町村長 国税庁長官

付番の対象
●住民業コードが住民業に記載されている日
本国籍を有する者　●中長期在留者、特別永
住者等の外国人

●国の機関及び地方公共団体　●設立登記を
した法人　●人格のない社団等で一定の要件
に該当し国税庁長官に届け出たもの、等

番号の変更
漏えい等の恐れがあると認められたときは、新
しい番号を付番

変更できない

利用に関する制約
プライバシーの保護の観点から目的外利用に
関して厳格な制約

原則、自由に利活用できる

平成27年10月5日にスタートするマイナンバー制度（ 正式名：社会保障・税番号制度 ）。みなさんはどのような制度かご存
知でしょうか。今回はマイナンバー制度に関する税分野についてみなさんと一緒に確認していきたいと思います。

国民1人ひとりに個人番号だけではなく、法人等にも法人番号がマイナンバーとして付番されます。これらのマイナンバーは
平成28年1月1日以降利用開始となります。マイナンバー制度は「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律」（「番号法」と言われる。）に基づく制度で、個人番号についてはこの法律で厳格な利用制限が設けられており、
社会保障分野、税分野、災害対策分野の3分野に限定されています。　

それに対して、法人番号については利用範囲に制限はなく、自由に利用できます。

税制委員　小島麻里（税理士）

私は会社の経営者です。マイナンバー制度が始まった場合、
まず最初にやるべきことはどのようなことでしょうか。

マイナンバーが手元に届いたらまずは従業員の番号提供をお願いするのですね。ちょうど年
末調整で扶養控除等申告書を記入していただく時期ですが、利用開始前に個人番号を記載し
てもらってもいいでしょうか。

　事業主は、各従業員から「マイナンバーを提供してもらい」、「各人の本人確認を行う」ことが求められます。
この作業を「番号提供」と「本人確認」といいます。「番号提供」とは、マイナンバーを記載した書類等を受領す
ることで、「本人確認」は、原則顔写真付きの公的身分証で本人であることの確認することです。ここでの従業
員とは正規従業員に限らず、臨時雇用を含むすべての雇用形態の従業員が対象となります。
　マイナンバーの「取得」・「利用」・「保管」については、予め定められた３分野以外では禁じられています。そ
のため個人番号を取り扱う業務においては、常にその業務での利用が「目的外」に該当しないか確認が必要とな
ります。
　利用開始は平成平成２８年１月１日以降ではありますが、平成２７年１０月５日から
個人番号が付された通知カードが順次交付が開始されます。通知カードには個人番号、住所、
氏名、生年月日等が記載されています。また、再交付の申請をすれば「個人番号カード」
の交付を受けることができます。個人番号カードには通知カードの内容に加えて顔写真、
ＩＣチップがついており、本人確認用身分証として利用することが可能となります。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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東 京 税 理 士 会 荻 窪 支 部 では、毎月２回、初 回 無 料 の「 なんでも相 談 会 」を開 催しております。ぜ ひご利 用ください。
詳しくは、当支部ホームページまたは広報「すぎなみ」をご覧ください。

個人の場合は、平成２８年分確定申告からマイナンバーを利用することになりそうですが、法
人の場合はいつからマイナンバーを利用した申告をすることになりますか。また、個人番号の
管理について厳しい罰則があると聞きましたが、どのような責任が問われるのでしょうか。

■法人の税務関係書類へのマイナンバー利用開始
・法人税等および消費税　　　平成28年1月以降に開始する事業年度にかかる申告書から
・法定調書　　平成28年1月以降に生じる金銭の支払等が行なわれるものから
・申請書・届出書　　平成28年1月以降に提出する書類から

マイナンバー制度には、個人番号の情報管理の厳しい罰則があります。もし、従業員等が
罰則の対象となると、企業そのものが罰則の対象となることになります。個人番号の情報管理を行うことは、従業員
を守ることにつながるとともに、会社そのものを守ることになると考えてしっかり管理しましょう。

マイナンバー制度は平成２８年１月１日から利用開始予定ではあり
ますが、平成２７年中に従業員等の個人番号を記載した給与所得
者の扶養控除等申告書の収集をすることは可能です。
左の書式をご覧ください。平成２８年より利用開始となるマイナン
バー (個人番号 )記載欄のある新しい源泉徴収票です。従業員本人
だけではなく扶養家族のマイナンバーも記載欄があります。従いま
して、扶養控除等申告書の収集の際には、扶養家族のマイナンバー
もあわせて必要となります。
■源泉徴収票（A5サイズになります ）
・従業員の扶養家族のマイナンバーも提供してもらう必要がある
・支払者欄の個人番号又は法人番号は、本人交付用には記載しない
次に支払調書をご覧ください。支払調書にもマイナンバーの記載欄
が設けられております。各種支払調書をご確認の上、マイナンバー
の提供をお願いしてください。

■報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書
・支払側は、支払先にマイナンバーを提供してもら
う必要がある
・法人は支払先からマイナンバーを直接提供しても
らう必要はない

■不動産の使用料等の支払調書
・賃貸人だけでなくあっせん者の個人番号又は法人番号
を記載しなければならない

このように、支払調書に記載のある者は個人であっても法
人であってもマイナンバーの記載が必要となります。
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税 務 コ ー ナ ー

平成27年度税制改 正における主な消費税の改 正ポイントは以下のとおりです。
なお、Ⅰ、Ⅱについては平成27年10月1日から、Ⅲについては平成28年4月1日から適 用されます。

改 正 の 主 な ポ イ ン ト

 社 会 保 障 ・ 税 番 号 制 度 の 導 入 に つ い て

Ⅰ	 電気通信利用役務の提供に係る内外判定基準の見直しと課税方式の見直し（リバースチャージ
方式の導入）

	 ●電子書籍・広告の配信などの電気通信回線（インターネット等）を介して行われる役務の提供
（「電気通信利用役務の提供」といいます。）について、海外から国内の事業者や消費者に対して
行われるものも国内取引とされ、消費税が課税されることとされました。

	 ●電気通信利用役務の提供のうち「事業者向け電気通信利用役務の提供」については、国外事
業者からその役務の提供を受けた国内事業者が申告・納税を行う、いわゆる「リバースチャージ
方式」が導入されました。

Ⅱ	 国外事業者から受けた「消費者向け電気通信利用役務の提供」に係る仕入税額控除の制限
	 「事業者向け電気通信利用役務の提供」以外の電気通信利用役務の提供（「消費者向け電気通
信利用役務の提供」といいます。）については、その役務の提供を行った事業者が申告・納税を行
うこととなりますが、国内事業者が国外事業者から「消費者向け電気通信利用役務の提供」を受
けた場合、当分の間、その役務の提供に係る仕入税額控除を制限することとされました。

	 ※国税庁長官の登録を受けた登録国外事業者から受ける「消費者向け電気通信利用役務の提
供」については、その仕入税額控除を行うことができることとされています。

Ⅲ	 国外事業者が行う芸能・スポーツ等に係る消費税の課税方式の見直し
	 　国外事業者が国内において行う芸能・スポーツなどの役務の提供について、その役務の提供を
受けた国内事業者がリバースチャージ方式により申告・納税を行うこととなりました。

※改正の内容については、国税庁ホームページをご覧ください。

 社会保障・税番号制度の導入により、平成27年10月以降、個人番号及び法人番号の通知が開始さ
れます。税務署へ提出いただく申告書・法定調書等にも番号の記載が必要となりますが、所得税及び
復興特別所得税については平成28年分の申告書から、法人税については平成28年1月以降に開始す
る事業年度に係る申告書から、法定調書については平成28年１月以降の金銭の支払等に係るものか
ら、申請書・届出書については、平成28年１月１日以降に提出するものから、個人番号・法人番号を記
載していただくこととなっています。
　社会保障・税番号制度についての詳しい情報は、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）内の「社
会保障・税番号制度について」をご覧ください。
　なお、「社会保障・税番号制度について」のページは、国税庁ホームページのトップページにある

「社会保障・税番号制度 」の入口から簡単にアクセスすることができます。
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日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひと
つにe-Tax普及推進がございます。当法人会では会員企業の70％利用を目標に掲げております。この目標を達成するために
は会員皆さま方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会では、東京
税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しております。

質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行
うとご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発
したところ72名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組ん
でおられます。そこで会員企業の皆さまにひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子申告
でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？

顧客である会員企業と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展して
いくと思います。何卒皆さま方の尚一層のご理解とご協力をお願いいたします。

e-Tax普及推進委員長　真野 大

e -Ta x 利 用向上を目指し、東 京 税 理士 会 荻 窪 支部の先 生 方全 員にアンケートを実 施しました。
その結果多数の先 生 方から「e -Ta x 推 進 税 理士事 務 所」として会 報 掲載に承 諾をいただきました。

e -Tax推進税理士事務所について
e-Ta x 普及 推 進委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398 - 1316
黒川えり 天沼1-17-3 090 - 8479 - 0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932 - 5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
藤村　茂 天沼3-23-23カーミリア荻窪202 6231 - 1701

西荻南 尾﨑正俊 西荻南2-6-6エルフ西荻1階　 3332 - 7351
河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795 - 8420
松田正博 西荻南3-14-11和興ビル3階 5346 - 1181

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247 - 7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247 - 7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391 - 7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 - 1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050 - 5527 - 4372
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
松井 税 理士
事務所 荻窪5-18-11-301 3392 - 7223

大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392 - 6553
税理士法人
茂木会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211

青葉総合
税理士法人 荻窪5-26-9コスモYビル5F 3398 - 0523

岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392 - 1198

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 堀真由美税理士事務所 井草2-11-9エスト・メゾネット105 3397 - 6652
山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228

上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303 - 4823
田崎　浩 上井草3-21-16 3399 - 7733

下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390 - 9437
山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 090 - 1816 - 2435
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
鈴木百香 下井草4-32-9 3399 - 1555
田子周一 下井草4-33-12田子珠三事務所内 3395 - 3355

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382 - 5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
丸山文雄 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936 - 0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303 - 5781
濱　正昭 西荻北3-32-11 3395 - 4121

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391 - 2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392 - 9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913 - 0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347 - 2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395 - 1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303 - 1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397 - 6492

小林滋子 清水3-9-9-102 5938 - 5100

東 京 税 理 士 会 荻 窪 支 部 　 e -Ta x 推 進 税 理 士事 務 所（ 敬 称 略 ）	 平 成 2 7 年 7 月 1 5 日 現 在



水島隆明部会長 小竹良夫荻窪法人会会長

蘭乃はなさん、すみれ乃麗さんによる記念公演

糸山徹荻窪税務署署長

青年部会長　水島隆明
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青年部会
創立40周年記念式典・懇談会

青年部会の創立40周年記念式典を平成 27年 3月24日（火）に西荻窪こけし屋にて行いました。当日は

荻窪税務署から糸山署長を始め4 名の幹部の皆様、政界からは田中杉並区長と石原衆議院議員、落語の

会でお世話になっている古今亭寿輔師匠、東法連第 4ブロックの各単位会の皆様、荻窪法人会からは正副

会長、常任理事ならびに女性部会の皆様、そして青年部会の名誉会員、賛助会員、会員の総勢106 名に

ご参加いただきました。

第一部式典ではご祝辞に続いて歴代部会長の皆様を表彰し、その後記念映像を参加者の皆様にご覧い

ただきました。第二部は記念公演と題し、地元荻窪出身の元タカラジェンヌである蘭乃はなさん、すみれ乃

麗さん双子のお二人が宝塚歌劇団の名曲「すみれの花咲く頃 」などの歌をプレゼントしてくださいました。

第三部は場所を１階と特設テントに移し、懇談会をおこないました。こけし屋様の取り計らいにより、その

場で炭火で焼いたラム肉や揚げたてのフリッターなどが供されました。美味しい料理を楽しみながら、青年部

会の今昔話に華が咲き、にぎやかな懇談会となりました。多くの皆様のご支援をいただき、無事に事業を終

えることができました。ありがとうございました。

盛会の40 周年記念式典
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青年部会
第41回 通常総会

青年部会副部会長　臼田和浩

左）あいさつする水島隆明部会長
右）野村浩嗣新部会長を
　　囲んで集合写真

平成 27年 4月23日、東信閣において第 41回通常総会が開催されました。親会より小竹会

長、柴田副会長また荻窪税務署より糸山署長、塩田副署長、岡田統括国税調査官、岡田審理

担当上席国税調査官にご出席をいただきました。総会は水島部会長の挨拶に始まり、平成 26

年度の事業報告・決算報告が原案通りに承認されました。また、今年度は任期満了にともなう

役員改選のため、水島議長より野村新部会長をはじめ新役員の発表があり承認されました。続

いて平成 27年度の事業計画・予算計画が報告され、滞りなく進行いたしました。総会の最後に

小竹会長ならびに糸山署長からご祝辞を賜り、小張副部会長の挨拶で終了いたしました。引き

続き同会場で行われました懇談会では、野村新部会長より「先輩を囲む会」、「海外研修」といっ

た青年部会らしい「繋がり」を重点目標に掲げられました。　

第 41回通常総会が開催されました
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源泉部会
４０周年記念式典・祝賀会

 源泉部会副部会長　三澤次郎

桜の葉も鮮やかな新緑となった４月１７日（金）、吉祥寺第一ホテルで源泉部会の『４０周年記念式典・
祝賀会 』が催されました。

式典は鹿取副部会長の司会によって進められ、木山濃美源泉部会長から「源泉部会では荻窪税務
署の指導を頂きながら月一回の研修を通して税法上の改正情報がいち早く得られ、会社の財産となっ
ているところです。これも親会である公益社団法人荻窪法人会の存在があってのことであり、４０周年
の節目に当たって感謝を申し上げます」との式辞がありました。

続いて来賓の荻窪法人会小竹良夫会長から「歴史ある源泉部会の良き伝統に培われた素晴らしい実
績と、地域社会発展への貢献に心から謝意を表します」との祝辞を頂戴し、続いて荻窪税務署糸山徹
署長からは「部会発足以降、今日まで源泉所得税について研修を積み重ね、納税行政の活性化に多
大な貢献を寄与されました」と温かな祝辞と労いの言葉を頂きました。

続いて３０周年から４０周年までの間、部会長を務められた保坂房雄、河又雅之両氏に対して木山
部会長から感謝状と記念品が贈呈され、両氏からは謝辞とともに当時を振り返っての苦労話やエピソー
ドが紹介されて会場から笑いがこぼれるなど、華やかな雰囲気のうちに記念式典が終了となりました。

式典後は『記念講演会 』として荻窪警察署からお招きした生活安全課長溝口徹様による「振り込め
詐欺などの犯罪に遭わないための防犯講話 」が行われて全員が真剣な眼差しで聞き入りました。

そして、楽しみにしていた『４０周年記念祝賀会 』へと移り、井口一与法人会副会長による祝賀会お
祝いの挨拶と、河又幹事による乾杯の唱和の後は全員でテーブルを囲んでの宴の席となりました。

余興ではビンゴ大会が行われて「ビンゴ！」の大きな掛け声と豪華な景品が披露される度に会場内に
は歓声が響き渡りました。　　

閉会時には永田副部会長が三本締めの音頭をとり、参加者全員が心をひとつにして法人会と源泉部
会の更なる発展を誓い合いました。

源泉部会『４０周年記念式典・祝賀会 』が開催される
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源泉部会
第41回 総会

 源泉部会副部会長　三澤次郎

4月17日（金）吉祥寺第一ホテルにおいて『源泉部会第 41回定時総会 』が開催されました。
定時総会開会に先立ち、司会の永田副部会長から「部会規約に基づく出席者数と委任状の合計総

数が会員数の過半数を超えましたので総会成立となりました」との成立宣言があり総会が始まりました。
木山濃美源泉部会長からは「源泉部会が組織されてから40 年を迎えて歓びに堪えません。これは親

会である公益社団法人荻窪法人会があってのことであり、また今まで部会運営に携って来られた方々の
努力のお蔭でもあり、心から感謝する次第であります」との挨拶がありました。

その後、規約に則って木山部会長が議長に選出されて議案審議へと議事が進められ、1、2 号議案の
「平成 26 年度事業報告と同収支報告 」が遠藤副部会長によって読み上げられた後、河又幹事によって
監査結果が報告されました。

続いて3、4 号議案である「平成 27年度事業計画、同予算 」の議案についても担当の岩崎、遠藤各
副部会長から報告され、更に 5 号議案の「役員改選 」については木山議長から役員全員を留任としたい
との発議があり、全員留任という形で承認されました。

こうして総会議案すべてが満場の拍手で承認されたところで、新年度に向けた新たな会員の確保と、
マイナンバー制度スタートを目前にして源泉部会も税制システムに更なる貢献が出来るよう、全員で部会
の発展を誓い合って総会は幕を閉じました。

『源泉部会第４１回定時総会 』開催される
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女性部会
第39回 総会

　　　　　　　　女性部会副部会長　渡辺明子

あいさつする織茂部会長 出席者で集合写真

平成 27年 4月21日（火）、東信閣に於いて第 39 回総会が開催されました。

総会に先立ち荻窪税務署法人課税第1部門統括官岡田浩様より「決算書からの会社の経営

分析 」の講話をいただき、営業利益の伸び率と売上高の伸び率をチェックすることにより、よ

り効率のよい安全な経営判断を行うことができるようになることを、実際に数字を上げて簡潔

に説明していただき、本当に参考になりました。

続いて総会が開かれ、会員参加 29 名、委任者数 9 名で過半数に達し、織茂部会長が議長

に選出され第1号議案から第 5 議案まで滞りなく可決されました。

その後、小竹会長、荻窪税務署糸山署長よりご祝辞をいただき、無事総会が終了しました。

引続き懇親会が開かれ、新会員の紹介に続き、会員同士親睦を深めるため1分程度の自己

紹介をしました。仕事や自身の活動等をユーモアを交えながらのお話で、笑いあり感動ありで本

当に楽しい会になりました。最後に女性部恒例のコーラスを楽しんで閉会になりました。

笑いあり感動ありで本当に楽しい会に
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第 3 ブロック 第 11支部
杉並区議会議員 市来とも子

区議会議員2期目となりました。現在、本天沼に
在住しています。私のモットーは「内に深く、外
に広く」です。区議としての経験を深めつつ、幅
の広い政策と視点を持つことができるよう、今後
も努力して参ります。超高齢社会を目前にし、「い
ざ困った時に相談できる区政 」がますます必要だ
と感じています。様々な世代の方に学びながら、
ひとつひとつの課題に真摯に向き合っていきま
す。今後ともよろしくお願い申し上げます。

第 1ブロック 第 5 支部
杉並区議会議員 浅井くにお

杉並区議会自由民主党会派所属
みなさま、新規入会しました浅井邦夫です。今後
とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。
私は、生まれも育ちも杉並区上井草です。
学生時代は造園学を学び、造園技術職として杉
並区役所に36 年間勤めたのち、平成 23 年の区
議会議員選挙に初当選し、本年春の選挙を経て
現在 2期目の活動をしております。
荻窪法人会、そして会員の皆様方のご繁栄のた
め、少しでもお役に立てるよう頑張ります。

第 2 ブロック 第 9 支部
杉並区議会議員 とみもと 卓

石原伸晃代議士の秘書を10 年務めた後に平成11年
に31歳で杉並区議に初当選後、連続 5 期当選させて
いただいております。その間、区政史上最年少で議長
職も2 度務めさせていただきました。
現在は杉並区監査委員・超党派で活動する杉並区議
会スポーツ振興連盟会長などを務めさせていただいて
おります。これからも「まじめに一生懸命頑張る人が報
われる社会」をめざして 地域に溶け込み、政治活動を
行っていきたいと思っております。
皆様のご指導、ご鞭撻の程 宜しくお願い申し上げます。

第 4ブロック 第 18 支部
佐藤けんご事務所　佐藤けんご

元々は田中良杉並区区長の元で秘書として政治を学ば
せていただき、現在下高井戸地域に事務所を開設させ
ていただきました。杉並区は、行政サービスの拠点が
どうしても、中央線沿線の中心部に集まっている状況
です。どの地域に居住していても、行政サービスは等
しく受けられなければなりません。区境部分である下
高井戸地域において、杉並・世田谷のパイプ役として
世田谷区との連携を深め、区境問題に取り組んでまい
ります。今後、地域にお住いの皆さまが区境である事
を逆に便利に感じて頂けるよう、全力で頑張ります！

NEW MEMBER
新入会員研修会に出席された方々のあいさつ Part 2
今年も様々な職種の個性豊かな方々が入会いたしました。
前号に引き続き新しいメンバーを紹介いたします。

　当会では、税知識の普及・地域企業の発展・地域社会への貢献を柱とした公益目的事業の更なる
充実・拡大を図るために、平成 26 年 11 月より「公益目的事業のための寄付金」をお願いしております。
　今回ご寄付を賜りました皆様に、改めて心から御礼申し上げます。
　お寄せいただいた寄付金は、公益目的事業に有効に活用させていただきました。
　なお、この寄付金は平成 27 年度も引き続き受付けておりますので、皆様におかれましては当会の
事業活動にご理解とご賛同を頂き、引き続きお支援を賜りますようお願い申し上げます。

公益社団法人 荻窪法人会　会長　小竹良夫

（法 人）
東亜紙巧業株式会社	 株式会社チャイルド社	 アイユーシー株式会社
東信水産株式会社	 鳥羽建設株式会社	 株式会社西部旭建装
株式会社興建社	 株式会社ロードランナー	

（個 人）
小竹良夫　　　秦 寿吉　　　山下民子
※平成 25 年度も 4 口  350,000 円の寄付金をお寄せいただいております。

「 公 共 目 的 事 業 の た め の 寄 附 金 」 御 礼 と ご 報 告

寄 付 金 を お 寄 せ い た だ い た 皆 様
法 人 8 社  個 人 3 名  総 額 11 口  470 , 0 0 0 円
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ブロック・委員会・部会からの報告

第 5ブロック B L O C K

第5ブロック第11回ゴルフ大会 第5ブロック副ブロック長　田辺一郎

皆さんのご要望にお応えして！

　平成27年5月22日、第11回目の第5ブロックゴルフ大会を開催致しました。参加人数は16名。やはり少ない・・・。景気回復と言っています
が中小企業の景気観はやはり厳しいようです。今回も前回同様、群馬県サファリパークお隣の「21センチュリークラブ富岡コース」での開催で
す。もちろん、荻窪からゴルフ場まで往復豪華バス付です。業界として観光バスの事故が多いと言う事でバスの値段がグーンと高くなってしまい
ましたが、ゴルフ場の応援を頂き、前年とあまり変わらない料金で開催することが出来ました。第5ブロックのゴルフはいつも晴天！今年も良いお
天気です。荻窪駅に6時30分に集合。誰も遅刻することなく時間通りに出発。行きのバスの中では一日のスケジュールをお話した後、直ぐに宴
会状態？！いや、今回はわりと静かです、みなさん優勝を狙っているのでしょうか（笑）8時過ぎにゴルフ場に到着。スタートの9時まで練習したり、
お茶したりです。今回は、このゴルフ場の石井社長にもご参加いただきました。前回もお話した通り、実は私の大学の先輩なんです。石井社長、
いつも有難うございます！ さあ9時になりました。スタートです。1組目は、22支部で固めた最強の集団。嶋ブロック長、柴田副会長、井川支部長、
どんぐり保険の高橋さん。真剣になりそうな組み合わせです。2組目は24支部の皆さんです。小竹会長、坂田電機の坂田さん、佐竹さん、応援
に駆け付けて頂いた田中組織委員長。これまた明るそうな組み合わせ。3組目は、25支部の皆さんです。平井支部長ご夫婦、冨田さん、会計
幹事の石塚さん。和気あいあい楽しそうな組み合わせです。最後の組は、私を含めたその他の組合せです。年に一回しかゴルフをしない中島さ
んの豪快ショットが見られます。
　そろそろ原稿の枠もなくなってきてしまいましたので、成績発表と参りましょう。優勝は井川支部長、準優勝は柴田副会長でした。
　帰りのバスで表彰式を行い、18時ごろには荻窪に到着、それぞれ荻窪の街へ消えていきました。最後になりましたが、バスの中の飲料や軽食
をお安くご提供して頂き、平井支部長には感謝申し上げます。

第 3ブロック B L O C K

第3ブロック・支部合同　花見大会 第3ブロック　厚生事業委員　白石弘典

恒例のお花見大会が開催されました

　3月29日、恒例の第3ブロック・支部合同の花見大会を開催しました。当日は約30名の方
にご参加をいただき、盛大な花見大会となりました。開催場所は、例年行っている善福寺公
園。満開まであと少しという状況でしたが、朝からとても良く晴れ、園内は家族連れなどで大
いに賑わっていました。今回始めて花見大会にご参加いただいた方も多く、暖かな陽気と桜
の美しさに会話も弾み、あっという間にお開きの時間に。ご参加いただく方々が楽しく、また、
親睦を深めることができるような行事・研修会などを今後も企画していければと思います。 お花見の様子

研 修・税 制 委員会 K E N S H U  /  Z E I S E I

マイナンバー研修会 研修・税制委員会

『社会保障・税番号（ マイナンバー）制度』について

　平成27年6月15日（月）、荻窪「東信閣」にて研修・税制委員会共催の「マイナンバー研修会」
が開催されました。荻窪税務署法人課税第1部門より塩田副署長・岡田統括官・岡田審理上席
の3名を講師にお招きし、『社会保障・税番号（マイナンバー）制度』について研修を頂きました。
当日は64名の方が参加され、税番号（マイナンバー）制度について全員が熱心に耳を傾けていまし
た。今年の9月に開催予定の各ブロック秋季研修会も「税番号（マイナンバー）制度」を中心に研
修会を開催いたしますので皆様奮ってご参加下さい。 研修会の様子

第 5ブロック B L O C K

第５ブロック･支部合同総会 第５ブロック　副ブロック長（第２３支部長）　髙木功雄

２名の新支部長が就任の第５ブロック

　4月16日、第5ブロック・支部合同総会が、東信閣2階で開催された。所定の午
後6時には40名を超える皆さんにお集まり頂きました。まず、各支部毎に車座に着
席、各支部長が議長となり支部総会が行われ、平成26年度事業・決算・監査報
告、27年度事業計画、予算案、役員改選等各議案が審議、承認された。各支
部総会が滞りなく終了した後、第5ブロック総会開催。嶋ブロック長は開会の挨拶
の後、議長として手際よく議事進行を執り行い、田辺副ブロック長等の報告を受
けて支部総会同様の各議案が審議、承認された。我がブロック選出の小竹会長
のご挨拶、長年25支部長を務められた平井副ブロック長の閉会の辞で総会終了。
引き続き24支部高橋副ブロック長の懇親会開会の挨拶・乾杯の発声の後、和やかに懇談・会食。間に支部長改選で選任された小川新23支
部長、野村新25支部長が抱負を語り、23支部髙木副ブロック長の退任の挨拶の後、21支部古田副ブロック長の中締めの挨拶で散会となる。

あいさつする嶋ブロック長合同総会の様子
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ブロック・委員会・部会からの報告
青 年 部 会 S E I N E N

租税教育 青年部会　書記委員　久保美穂子

ハロー西荻において、租税教育を行いました。

平成27年5月24日、今年で4回目の参加となったハロー西
荻イベント（ 桃井第三小学校 ）において、租税教育を行いま
した。

当日雨が心配されましたが、予報が外れ、さわやかで絶好
のイベント日和となり450名以上の方にご来場いただき、荻
窪税務署からも糸山署長、塩田副署長、岡田統括、岡田上
席の4名にご来場いただきました。昨年まではテントを業者か
ら借り、机やいすは法人会館から運んでいたのですが、今年
は実行委員会から全てお借りすることができ、過去３年の実
績を評価して頂けたのだと思います。

税金クイズの問題については、荻窪税務署岡田上席に作
成して頂きました。子供たちのみならず、同伴の大人も楽しん
で頂け、親子で税について学ぶ機会になったと思います。また、
去年も来てくれていたなと思われる子も居たり、毎年恒例のイ
ベントとして地域の人々にも認知されてきたと感じました。

参加者のみなさん

クイズに答える子供たち受付の様子

講演の様子

女 性 部 会 J O S E I

楽しい研修会 女性部会　会計　江島利江

テーマ『突然やってくる「介護」に備えて』

平成27年6月18日東信閣におきまして、女性部会
「楽しい研修会」を開催いたしました。（出席者23名）

介護をめぐる社会の動きには新しいものがあります
が、まだまだ家庭内においての介護者は「妻」「娘」

「嫁」である女性が中心でありその役割は大きいもの
となっています。そこで今回は、仕事でも家庭でも重
要なポストにある女性部会の皆様に世代的にも知っておきたい内容として “介護”をテーマに取り上げ3部構成にて研修会を行いました。
【第1部】専門家として当会員の（株）ケイズコネクション ケイズリハビリ訪問看護ステーション 代表取締役  磯野久美子氏、所長看護師 

牧原由美氏による介護現場の現状と訪問看護についてのお話し。 【第2部】現在ご家族の介護に直面している会員体験談。 【第3部】保
険会社から介護に関する保険商品紹介。それぞれの家庭の事情により介護の形態も様々なことから、時間内だけでは足りないほど参加者
の皆様方には身近な問題として興味を持っていただけたようでした。

研修会終了後の懇親会でも引続き話題が尽きることなく会員同士でお話しをされていました。また機会とご要望がございましたら改めて
企画検討していただければ今回担当させていただいたものとして嬉しく思います。ご出席いただきました皆さまありがとうございました。

研修会の様子

女 性 部 会 J O S E I

第10回法人会 全国女性フォーラム 福岡大会 女性部会長　織茂育代

テーマ『突然やってくる「介護」に備えて』

平成27年4月16日、アジアの息吹体感し、女性の和
を拡げよう！〜次代を担う子供のために女性の力発揮し
て〜のキャッチフレーズを掲げ、第10回全国女性フォ
ーラムが開催されました。第1部では、日本総研主席
研究員、藻谷浩介（もたにこうすけ）氏を講師に迎え、

「女性がつくる日本・地域の元気」というテーマで記念
講演がありました。これからの日本の経済や地域社会
にとって、ますます重要になる女性の力を積極的に生
かしていくためのヒントをとても丁寧にご提言されました。第2部の式典では、主催者のご挨拶、ご来賓の祝辞、活動事例報告などが続き、
次回の開催地、福島県連にて第11回女性フォーラムが開かれることが決定いたしました。第3部は懇親会です。多少リラックスムードでア
トラクションを楽しんだり、御当地料理の水炊きや能古うどん、そして博多ラーメンなど、盛り沢山のメニューが並び堪能いたしました。

翌日は、伊万里焼きの里まで足を延し、帰路につきました。

パネルの前で記念撮影 講演の様子
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荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です。
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます。
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohoj inkai . jp

よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても、みんなの自覚をもって一人ひとつできることから
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わたしたちは、e-Tax、e LTAXを推進しています。
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●10/31（土曜開庁日）・11/2（月）
　「税の作文」「税の絵葉書」「税の標語」等の優秀作品展示
●11/16（月）・11/17（火）「税務相談会」他

オープニングセレモニー
10:00～ ※雨天決行

杉並区役所前広場
日本大学鶴ヶ丘高等学校のみなさん
杉並第一小学校ジュニアバンド

阿佐谷パールセンターパレード
10:30～ ※雨天決行

青梅街道側
→JR阿佐ヶ谷駅（南口駅前広場）

杉並第一小学校ジュニアバンド

 

青梅街道パレード
10:30～ ※雨天中止

都税事務所前
→杉並公会堂
日本大学鶴ヶ丘高等学校のみなさん

エンディングパフォーマンス
11:30～ ※雨天中止

杉並公会堂横
日本大学鶴ヶ丘高等学校のみなさん


